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R —酸抽出シス
MagExtractor 

迅速・コンパクトにして低コスト！！
MagExtractorでは、核酸がシリカ表面に吸藩しやすいことを利用して抽出•精製を行います。
磁性体が封入されたシリカ粒子（磁性シリカ粒子）を使用していますので、永久磁石を用い

て核酸を簡単に分離回収することができます。

I 自動核酸抽出装置MFX-2000 I 

磁性粒子を利用した自動核酸抽出装置です。B/F分離をチップ内で行うことに

より、シンプルでフレキシブルなシステムでの核酸抽出が可能になりました。

全自動分注機をベースにした核酸抽出装

置です。遠心分離機や真空ポンプを内蔵

した装置に比べて非常にコンパクトで、

メンテナンスが容易です。

シングルノズル方式で、1検体を約10分で

処理できます。1台で3種の核酸

(Genomic DNA. Total RNA. Plasmid 

DNA)を調製できます。

［外形寸法： W600 x D600 x H600(mm)] 

： ●自動核酸抽出装置MFX-2000専用試薬キット● ］ 
高性能磁性シリカ粒子を利用した専用キットです。
溶出は滅菌水、TE緩衝液に対して行いますので、
そのまま制限酵素処理やPCR、DNASequencing 

などに利用できます。UVスペクトルによる定量も
可能です。

仕様

Genomic DNA用

Total RNA用

Plasmid ONA用

品 名

MagExtractor -Genome-

MagExtractor -RNA-

MagExtractor -Plasmid-

G 東洋紡績株式会社
生化学事業部（大阪）大阪市北区堂島浜二丁目2番8号 〒530

TEL.06-348-3786 FAX.06-348-3833 
生化学事業部（東京）東京都中央区日本橋小網町17番9号 〒103

TEL.03-3660-4819 FAX.03-3660-4951 

iiU071ii岩井化学薬品株式会社
本 社 〒103 東京都中央区日本橋本町3-2-10 TEL.03-3279-6363(代
つくば TEL.0298-47-0321 多摩 TEL.0425-72-5421
三島 TEL.0559-76-3081 横 浜 TEL.045-974-4581 
お問い合わせ資料請求は学術企画 TEL.03-3255-2781 (直通）まで



岩手県農業研究センター畜産研究所本所

（新庁舎を建設中）

岩手山を背にフリーストール牛舎

分割胚を已に移植し生産された 1卵性双子

編された研究―’

岩手県農纂研究センタr畜産研究所

外山放牧地における日本短角牛の放牧風景



＇地域の動き（本文47頁~49頁） l B
 

畜産試験場全景

マイクロコンピューターを用いた顕微鏡下の作業

フリーストール牛舎

（ドアフィーダーによる個別給与）

ふれあい施設で遊ぶ子供達

超音波診断装置を利用した肥育牛の体形質（肉質）の

診断

ペンジルアデニン処理によるシパの多芽体の誘導



匹
国際農業研究と日本の貢献

貝沼圭二
（かし、ぬま けいじ）

生物系特定産叢技術

研究推進機構理事

国際農叢研究協議

グルーブ技術諮問委員

2050年に100億に到逹するといわれている批界の人口増加、更には現状 8億人の栄蓑イ＜

良人口に対して、地球規校の塁業、食料、環境問題を研究する煤業研究機構として国際

農業研究協議グループ (ConsultativeGroup on International Agricultural Research, 

CGIAR)がある。 CGIARは、途ヒ国の農林水産業研究を支援する寄金提供者（ドナー）

からなる共同体て、アジア、アフリカ、中南米、北米、ヨーロッパ、中束に合計16の国

際農業研究センターを有し、 40数力国のドナーグループと後援団体として FAO、

UNDP、UNEP、世界銀行等からなっている。

現在、日本は、最大のドナー国としてこの活動を強力に支持しているぱかりてなく、

各研究センターの方針決定に預かる理ボ会に日本代表の理事が在藉している。また、

CGIAR組織全体の研究戦略、予算、研究調整を行う技術諮間委員会 (TAC) があるが、

筆者は1995年からTACメンバーとして参加し、現在本委員会の中てバイオテクノロジ

ー、収穫後技術を担当している。

資金面、センター運常に対する貢献が大きい我が国てあるが、 CGセンターて活躍して

いる職員としての日本人を考える時非常に少ないことに気づく。現在、国際展業研究に

おいて日本の人的貢献に対する期待は非常に大きい。しかし残念ながら現在は、これに

答えているとは言い難い。

本誌の読者の方々に関係のある国際畜産研究所 (InternationalLivestock Research 

Institute)は最近世界の畜産研究をカバーする研究所にかわり、アジアの畜産研究も担当

するようになった。アフリカのキャンバスにおいて、家畜衛生試験場、 JIRCASの歴代の

派遣研究者は、 トリパノゾーマの研究等て大きな貞献をしてきた。

私のところへは、 CGIARの各機関から研究者の募集が頻繁にくるが、なかなか適当な

人材がいない。我が国は、国際社全て‘十分に力を発揮して活躍する若い研究者を育成す

ることを真剣に考えねぱならぬ段階に来ているように思われる。

先日、ある大学てお話しをする機会があり、近年大学から「農」という字が消えて、

生物資源、環境、国際問題という言葉が多く使われているようてあるが、本当に国際規

模、地球規模の食糧、生物資源などの問題に取り組む人材を育てる方向に動いているの

てあろうか？ 今こそ日本の研究・技術の蓄積の移転が強く望まれ、力を発揮てきる時

てあるのに人材の育成は十分に考慮されているのてあろうか？という索朴な疑問を呈さ

せていただし、た。

~ 
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特集 i
平成10年新春座談会

「国際化の中で
はじめに

育種価という要素を新たに取り入れて第 7回

全国能力共進会が昨年 9月に開催されたのを

機会に、関係各方面の識者に、国際化の中て‘‘

の和牛振興について語っていただきました。

（編集委員会）

中野 秀治佃家畜改良事業団理料

前原 俊浩鹿児島県肉用改良研究所所長

阿部 律郎東京食肉市場（掬常務

田中金太郎 全国食肉買参事業共同組合理ポ長

海老原 哲全記畜産総合対策部部長

間 和輝御はざま代表取締役

川村 千里島根県大田市

新山 正隆家畜改良センター技術部長(,;)全）

平成 9年11月5日（水） 畜産技術協会会議室

司会（新山）牛肉自由化後はぱ 7年、

WTO協定もはば半ばまて来ました。この間、

和牛をめぐっては、消費、流通、生産の全面

にわたって見過：：：'せない変化があった、ある

いは起こりつつあると思います。今日はそれ

らを踏まえ、それぞれのこ→経験から、今後の

和牛振興についてのお考えをご披露いただき

たいと思います。

まず平成 9年を振り返りますと、狂牛病や

0-157の発生て‘牛肉の消費が減少した平成

8年と比べて、平成 9年は比較的安定した 1

年だったと感じます。牛肉の消費量も、 4月

から 9月を見ると去年よりはわずかに上向い

ています。しかし、肉専用種の牛肉生産量は

少し上向いているようて‘すが、飼養頭数は相

変わらず減少の過程にあります。一方、価格

面は比較的堅調て‘、特に、和牛肉はA3など中

級規格のものが、引き続き上昇している。一

方A5といった高級規格についてはやや下が

ってきましたが、だいたい下げ止まりから少

し上向いている状態て‘す。

育種価をテーマにした和牛全共

そういう穏やかな平成 9年の和牛界て最大

のトピックとなったのは、和牛登録協会主催

による第 7回全国能力共進会て、 9月11日か

ら15日に岩手県て最終審査が行われました。

この共進会のいちばんの特徴は、出品牛に初

めて産肉性についての育種価の優れたものと

いう条件が設定されたことて‘しょう。

この共進会を拝見して印象に残ったのは、

一つは雄牛の部などて‘‘体格が少し小さくなる

など、育種価の算定牛がまだ少ないことを示

したこと、 もう一つは、相変わらず過肥の牛

が目立ったと指摘され、共進会のあり方とし

ての課題を示したことて‘す。この共進会ては

産肉性と種牛性の両者を兼備した和牛という

理想がありましたが、兼備賞という特別賞は

鹿児島県が受賞しました。また鹿児島県は以

前から共進会ての過肥を強く戒めていて、今

回は栄養度賞を受賞し、適正な繁殖牛の栄養

管理をしていると表彰されました。そういう

意味ては、今回の全共の理想に一番近いと認
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の和牛振興」
められたと感じますが、その鹿児島県の前原

さんから全共の感想をお聞かせ Fさい。

前原私どもの県は

繁殖牛の碁盤が大きい

てすから上位に立つの

は当然なんて‘す。それ

に今~•1 は育種価が必要

だったのてすが、私ど

もてはそういうデータ

を昭和四卜年台から30年近く集めて、相当あ

りました。それても育種価そのものはまだ 3

割くらいの雌牛に邸出されているのみてす。

私自身はあまり姿、かたちは重視すべきて‘

はないという考えなのてすが、私どもの県に

は姿、かたちが甫要だという方が多数おりま

して、塁家や牛の選定に数年頑張った結果が

出たのてはないかと思います。ただ肥育につ

きましては、生産地にとって全共は一大宣伝

の場てす。あそこて下手な成紐を出すと産地

としての評価が問われます。いわば肥育牛の

出品成絞から、肥育技術の育種価と索牛の育

種価が測られるということて‘す。それて‘今回

は、候補牛をずっと超音波を使ってロースの

発育状態やサシ、皮ド脂肪などを経時的に見

ていった。その成果もあったのてはないかと

思います。

そうした努力もあって、結局私どもの県は、

肥育も良い成紐て‘した。また、去勢牛の区の

チャンピオンとなった出品牛の母牛も鹿児島

産だということを申し上げておきます。それ

から、いま肥育が長期化して生後30カ月仕上

げが当然になっています。しかし全共を見る

と、 25カ月くらいてああいういい肉がてきる

と評価されてよかったと思います。出品した

人たちも普段はほとんど30カ月齢なんてすが、

それが25カ月てああいうものがてきて、あま

り長期肥育をする必要はない、短締i化の方向

に誘＃てきるのてはないかと思いました。

司会 東京市場の阿部さん、 24カ月齢てこ

こまて‘てきるということが示されたという前

原さんのお話て‘したが、全共の肥育牛を見て

どのようにお感じになりましたか。

阿部私も初めて全

共を見たのて‘すが、予

想以上の人出と賑わい

に今後の和牛生産に取

り組む熱気というか意

気込みを感じて、捨て

たものてはないという

のが第一の印象てした。私は肉牛中心に見ま

したが、生後24カ月齢のなかて、平均が418.5

キロとよく肉をつけたなと感心いたしました。

特にいまお話が出ました鹿児島ては793キ

ロと、 800キロ近いものを、生後24ヵ月齢て出

3
 



したということに大変驚きました。鹿児島て‘

は、枝重ても 518キロ、 494キロという大変大

型なものが出ていましたし、島根ても 791キロ

というものが出ていて、これも枝重が510キロ

ということて、よくここまて‘仕上げたなと感

じました。しかもその肉質もそれぞれ大型の

牛が優等 2席なり銀の 2席に入るということ

て、肉質も立派て‘した。確か肉質賞を11区て‘

も取っておられると思いますし、日格協の格

付けがオール 5ということて、肥育技術の差

がてていたことに強い印象を受けました。

しかし全体的には生体重量が600キロとい

う下限を下回ったものが15%おり、枝重ても

規定の390キロを下回ったものが23%もあり、

個体差も大変大きかったということも印象に

残っています。格付等級のA5から B2まて、

肉質等級EMSても 3から 12まてあり、それぞ

れ県予選をくぐ‘ってきたわりには、揃ってい

ないというのが反面の印象て‘した。 しかし、

限られた期間の肥育てあったため、地域の気

象条件もかなり差がてると思うし、肥育技術

の差は決定的にてたように感じられました。

それから、生産農家とお話をしましたら、

どなたも一様に、 もう体が限界てす、疲れま

したとおっしゃっていました。 24カ月齢て‘こ

れだけのものがてきるということは、本当に

付きっきりて世話をした結果て、そのくらい

にしてはじめて、これだけの牛がてきたのか

なと思います。この結果から、肥育月齢を短

くすることてこれだけの牛がてきると短絡す

るのは、今後の和牛生産振興ということから

して、はたしていかがなものかと思いました。

司会 枝肉のぱらつきについては、全共の

会場て同時に開かれた国際懇話会て、アメリ

ヵて和牛の研究をしているワシントン州立大

学の畜産学科長のライトさんが、生産者の方

から共進会の印象を問われて、大変索晴らし

い肉の一方てあまりよくない肉もあり、ばら

つきが大きいてすねと言っていました。こん

なにばらつきが大きいのは、種雄牛が県内て‘

しか利用されていないせいてはないか、 とし9

う感想を述べておられました。

中野私は、育成ゃ

調教技術の差、肥育枝

術の差が大きいという

感じを受けました。育

成や調教技術は、昔0)

中国地方は牛の頭数も

多く、それなりの技猜

を持っていたのてすが、最近は九州のほうに

移転したのかなと思います。先々は東北のは

うにも行くのてしょうけれども、なかなか一

朝ータに技術は修得てきるものてはないと恩

いますのて、 もう少し時間がかかると思い i

す。また肥育技術については、私どもの種雄

牛の子供が12組出品されたのてすが、同じ父

牛てグランドチャンピォンから末席まてあっ

た。そういうことて｀、育成なり調教技術、 i

たは肥育技術の差というものがうかがえたと

いうことが 1点て‘す。それから育種価の有無

て出品申し込みの段階て‘セレクトされたこと

が改良事業の長い歴史を持っている県や飼養

頭数の多い県に、有利に働いたのかなという

のが 2番目の感想て‘す。

育種価について、全共会場てはしきりに当

該県の平均以上だとか 3分の 1以上だとか設

明されていましたが、あまりピンときません

てした。あとあと、育種価と実際の成績とが

どうだったのか検証される必要があると思い

ます。ちなみに家畜改良事業団ては、前回の

大分全共て雄牛の部の出品牛を 5頭購入して

昨年間接検定が終わったのてすが、全共の順

位と間接検定成績とはあまり相関がありませ

んてした。今回も 5県から 1頭ずつ購入して
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米年間接検定の調整交配をします。次回の全

共の前年にその結果が出るのて、その順位て｀

育種価を検証したいと思いますが、なかなか

各県は育種価の情報を出してくれないという

問題もあります。それに雄牛の出品牛の育種

価は推定の域を出ませんのて、やはり後代検

定をする必要がある。育種価とはそういうも

のという印象て‘す。

出品牛の血統を見ますと、各県こ、、とに改良

を進めて、その系統を保持しながらもやはり

行き詰まってきて、ほかの県から新しい追伝

子を入れるというような方向が大なり小なり

あるわけてす。 4、 5、 6区の出品牛雌88頭

を見ますと、その母方、父}jに、安美」：片、

茂金波、気高、第七糸桜、これらがはとんど

すべてに入っている。そうすると遺伝的に固

定されているはずてすが、肉質雰ては相当ぱ

らつきが出ている。そこにどういう因果閲係

があるのか疑問てすが、特定の種雄牛に特化

してしまって、先々孟要の変化に直面しても

遺伝 fがないという危惧もあると思います。

何か手を打たなければいけない、そんな感じ

を3番Hに受けました。

4番目は、家畜改良市業団もわが国の和牛

改良の其ん中に座るようになってきたように

感じました。たとえば雌牛の部出品牛の 4分

の 1の22頭は‘削団の種雄牛の娘牛だし、 150頭

の去勢牛ては、北国7の8をはじめとする‘出団

の種雄牛 3頭の息牛が43%を占めている。事

業団は社団法人になって25年くらい経つのて‘

すが、和牛の改良のなかての位罹づけという

のは童要になってきたと思います。

間 私は冷めた見方と尊敬と二通りあるの

て‘すが、豚と鵠はすべて外国種に四き換えら

れたんて‘す。豚も共進会があったし、競もそ

うだけれども全部取られてしまったというこ

とて‘す。

いまお話を聞いても、

和't-はまだ同定されて

いないというなかて、

和牛共進全というのは

一つのお祭りてすから、

それはそれて良しとし

て、24カ月て800キロと

いうような産肉性のある改良方向のトップバ

ッタ ーが走っている。このことについては非

常にわれわれはうれしいてすが、農家が多頭

化しやすく、飼いやすくて産肉性があってm
費者が喜ぶような牛を競うものてあればさら

にうれしいと思っています。

今後の共進会は、雄の品評会てあれば100頭

の肉牛を調べて全部の産肉性を調べるとか、

事前にテ‘‘ータを調べてもらう。 2頭や 3頭の

データては当てにはてきないし、出品者がみ

んな疲れてるという話もある。牛も人間も疲

れるようなことては経営が成り立ちませんの

て、もっと簡素化したなかて生きたデータを

出すような共進会てあってはしいと思ってい

ます。

川村私は島根県て‘

和牛の生産をしていま

すが、全共の11区ての

グランドチャンピオン

をとった牛は島根県産

て` 、今(11]の出品牛の 4

分の 1の頭数がこの種

雄牛てした。島根県はこれだけいい牛を持っ

ている県てあるけれども、いま非常に索牛生

産が滅っています。繁殖農家、頭数共に減少

しています。限られた血統の牛のみが残って

いる状況て、これから先の改良には大変に困

るのてはないかという印象を持ちました。

今回は育種価という目標が 5年前からあり

ましたから但馬系が重視され、改良も進んだ
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という面もあります。最近の子牛市場ての価

格は全国平均を大きく下まわり、それに飼育

者の高齢化も加わり、 10年前の 6割の頭数に

なってしまいました。この滅少に歯止めをか

けて、 もっと多様な血統のものが残るように

持っていかなければならないということと、

11区て‘島根県て24カ月齢て'500キロ前後の枝

重と 5クラスの肉質が出たということて、島根

はもっと頑張れるぞ、もっと自信を持ちなさ

いという気持ちを、今回全共の結果を見て感

じました。

自由化以降の牛肉流通の変化

司会 さて、全共についてはこのくらいに

して、和牛肉に対するニーズについて、東京

の食肉卸・小売の経営者として、牛肉の消費

流通を長く見てこられた田中さんはどうお感

じてすか。

田中 まず、日本て｀

の牛肉の消費のシェア

についててすが、 60%

が輸入牛肉に置き換え

られました。さらに消

費形態を見ますと、 60

％が外食、加工あるい

はレトルト、 40%弱が家庭内てすき焼きやシ

チュー、 しゃぶしゃぶて食べられています。

和牛の格付別のニーズは輸入牛肉の自由化

を境にして変わってきたことはご案内のとお

りて‘す。自由化て輸入牛肉は安く非常に幅広

い範囲て自由に入った。そこて量販店が一斉

に輸入牛肉の販売攻勢に転じた。その結果、

まず相当量を売ったけれど、金額ベースの売

上達成率が伴わないという誤算があった。そ

れが一点てす。

一方、消費者は、安いから最初は飛びつき

ました。 しかし、従来の和牛を食べていた家

庭内の料理の方法をそのまま使ったという 0

が非常に大きな誤算て｀した。たとえば牧草て

飼育されたオーストラリア等の牛肉を、しゃ

ぶしゃぶ、すきやきなど煮て食べるという食

べ方をした場合に、大方の場合はこんなます

い牛肉はないねとびっくりしてしまう。これ

は、売る側が輸入牛肉の特質をわきまえた料

理の方法をコメントしなかったところに、非

常に大きな欠点があったわけてす。今後とも

ものを売っていくためには、そういうコメン

トをいつも意識しないと失敗をするという一

つの事例て｀す。この二つの問題から、輸入牛

肉を牛肉のメインとして取り上げていくかた

ちからだんだん撤退し始めたという経緯があ

ります。

一方、和牛肉なら何とか顧客の評判はつな

ぎ止められるということ、それから、もちろ

ん輸入牛肉に比べて量は売れないけれども、

それなりに売り上げは達成てきる。こういう

ことから、次第に量販店も和牛の取り組みを

本格的に始めたというのが、輸入自由化から

1、 2年後の傾向になりました。それて量販

店は、結局A2A3の和牛てあれば、味覚そ

の他をトータルて考えてみて消費者が満足の

いくものを提供てきるとして、そこにターゲ

ットを絞ってきました。ちょうど景気も悪く

なる中て販売の主力を選択したのてす。い i

てもこの現象は続いています。

牛肉に消費者が期待している風味というも

のは、やはり和牛以外にない。大方の消費者

は和牛の品質のよさについてちゃんとわかっ

ていらっしゃる。そこてなお量販店も自信を

深めて、そういうことにいったわけて‘す。

一方、格付けのA4あるいは 5のものは、

逆に 2、 3のものに比べて比較的頭が押さえ

られてきていて、現在てもそういう状況てす；

すばらしい枝肉が2200円とか、 2500円しかい
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かないという状況が続いています。今まての

価値観からすると割安に感じられる。しかし、

それはその時の時代のニーズてすからやむを

得ない。

4、 5の評価の低さという問題は、まさに

いまの日本の経済の実態と表褒一体て｀、和牛

肉の高級部位は一般の小売店て‘どんどん売れ

るものてはなく、高級な外食店あるいはギフ

トという需要に支えられています。それが崩

れていますのて、当然枝肉全体の価格が抑え

られてしまうという現象てす。もし日本の経

済がtち直って少し明るさが兄えてまいりま

すと、このへんの状況は相当変わってくると

考えます。

2、3等級中心に和牛肉見直し

司会 全国ても大変品質の良い和牛肉の集

中する東京食肉卸売市場て｀和牛肉を担‘片して

おられる阿部さんから、和牛肉に対するニー

ズの変化についてお話しいただきたいと思い

ます。

阿部 東京市場は、上場品一つ取りまして

も和牛構成比が85%と、他の市場と比べ圧倒

的に和牛が多く、また枝肉規格A4以上がコ

ンスタントに 6割近くて‘、これまた全国格付

平均からしても高い水準てあり、市場ニーズ

はどちらかというと上質牛にあると言えます。

お話がありましたように、輸入自由化によ

り安い肉が大鼠に入ってきたのと、不景気が

重なり、国産牛肉は、 2等級、 3等級、 4等

級、 5等級と、毎年 1階級ずつ上に浸食をさ

れてきて、 とうとう自由化の時には2700円台

していたA5が、平成 7年には平均て2200円

台まて‘下がって来た。特に 2、 3等級は輸入

牛肉にシフトされ価格は下がりました。そう

した中て‘、自由化後、牛肉は祉販店、生協の

ウエイトが大変に高くなりました。また、消

費構成は、平成 5年を境に外食・業務用のほ

うが家計消費を上(ll]ってしまった。 そういう

流れの変化の中て、輸入牛肉を伯拉接仕入れて

安い価格設定て、址販店は大々的に売りまく

ったわけてす。 これは、徹底的に輸入牛肉を

食わせたがためにこれだけ伸びたんだと思い

ます。てすから、消買がこれまて増加したの

は、輸人牛肉が大きく寄与した。それが、先

ほどのお話のように見は伸びたが売上げはド

がったということになったと思います。

いまはそれがひとわたりし、確かに安いが

味のはうは期待した牛肉とは違う 。特に H本

の場合は、牛肉というと鍋物というイメージ

があるように、日本のスライス肉は独特のも

のだそうて｀すが、薄切りのスライスは和牛の

品質特性が適合している。これが和牛の固有

の需要を形成していたと思います。そういう

消費構成の割合の変化と、消費形態の変化、

購入先の変化といった消費動向の変化のなか

て‘、テープルミート・業務用とも輸入牛肉の

需要は増えていった。てすが消費者はやはり、

その牛肉の味には満足し得なかったと思えて

なりません。牛肉を食べなかった人もひとと

おり食べてみた。充足されてきたら、何ても

そうかも知れませんが、質的な変化というか

欲求が起こってきたと思います。和牛への移

行は平成 7年の秋口から見えはじめましたが、

8年の0-157、狂牛病て‘今度は消費者に輸入

牛肉が嫌われ、和牛に追い風になり消費が戻

ってきた。したがって 2、 3等級も、輸入に

シフトしたものが、特に家計消費にあっては、

この時点て国産に戻ってきた。そこへきて国

内生産祉が自由化後に初めて40万トンを割っ

たことから、価格は大変堅調にこの 1年推移

してきたと思います。特に 2、 3等級は 4等

級以上より早く回復した。

4等級、 5等級はいまもお話にありました
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ように、景気の問題がこ ざゞいます。そしてい

ま良質牛が少ない。同じ A5等級ても上位の

マーブリング11、12というような、昔の規格

ていうと極上特選というものが少なくなって

きたために、全体的にA5の加重平均として

は落ちているように見えます。内容としては

大変良い価格て‘動いていると見ていますし、

特殊なクラスのものは高い価格形成をされて

いるというのも事実てす。そのようななかて‘‘

特に昨今ては赤肉志向と言いますか、 2等級、

3等級だと言われていますが、東京市場ても

現在は 2等級 .3等級の購買者は増え、寄り

付きが良い傾向が続いています。現在のとこ

ろ、 3等級を中心に流通が順調に、市況も堅

調に動いています。

コストをかけない和牛肉作り

司会 海老原さんは、牛肉の産地処理、プ

ロック流通を中心に扱っておられる全農のお

立場て、和牛肉の消費の動向についてどう見

ておられますか。

海老原 私どもは自

由化の時に自由化に負

けまいとして、ホルス

の牛肉のあと和牛も必

ず足を引っ張られると

考え、 とにかく良いも

のを作っていこうとい

うことて、全国をあげてずいぶん運動してき

ました。そのために、生産のマニュアルを作

りました。和牛て言うならばコストもかけな

いという点からすれば18カ月の肥育、それか

らホルスならば長くて13カ月の肥育というこ

とてやってまいりました。

ちょうど 3年くらい前に、かなり自由化も

浸透してきて将来の見通しを出しました。

2000年時点て、ホルスはめちゃくちゃやられ

る、はっきり 言っ て国内て'B2て600円くらい

て‘‘ しか売れない。和牛 もそれにつられて、 A

4て‘せいぜい1500-1600円くらいが精一杯だ

というような需要予測を出した経過があり i

す。それから比べるとまさに、天国と地獄の

ようてす。つまり国産の牛肉が、ある程度輸

入牛肉に対してすみわけがてきたのかなとい

うことてす`。あまり油断をしてはいけないの

て‘‘すが、ほっとしているというのが率直な私

の感想て‘‘す。ただ、コストをかけて良いもの

を作るという例がかなり生産現場にありまし

た。つまり肥育期間を極端に長くしたり、 1

頭あたりの労働時間もかなり長くかける技椅

てやっている。最近現場へ出かけましが、あ

る農場ては95%くらいA5を出す農家てすが

やはりそれもコストをかけすぎという感じが

しました。 したがって需要の変化から考える

と、なるべくコストをかけないて良いものを

作るのは妥当て‘すが、コストをかけてまて浪

いものを作るということを、ちょっとここへ

来て軌道修正しなければいけないのてはない

かと考えているところてす。普通のコストて

A5がてきるのなら、それに越したことはあ

りません。やはり A3、A2という需要がか

なり強いのて‘、コストと連動したかたちての

生産ということを、われわれ農業団体として

追求していかなければいけないと考えていま

す。

司会 お三方の話から、流通チャネルの変

化、日本ての牛肉消費の実態、 もう一つは国

産に対する信頼といったものに根差したいま

の和牛肉の需要の動向がうかがえます。

そこて｀田中さん、和牛肉の良さ、おいしさ

といったことと合わせて、今後の和牛肉消費

の動向についてどうお考えてすか。

田中 国産牛肉と輸入牛肉との価格差は今

後とも絶対に埋まることはないだろうという
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ことを前提に考えると、消費の60%強を占め

る家計外困要、外食あるいはレトルト用につ

いては、今後とも輸入ものて対応していくだ

ろう 。

ては和牛はどうかというと、先ほどから出

ている値こツらな価格の和牛、すなわち A2、

A3て消費者が満足のいく味党、風味を値こゞ

ろと共に今後とも提供していけば、家庭内需

要のなかて定行していくだろうことは想像に

難くありません。私はあちこちてお話しする

機会がある時に言っているのてすが、決して

良いものを作ろうという努力をしてはいかん

という怠味てはこ屯ゞいませんが、少なくとも

A3、まかり間違えばA4、A5が出るとい

うくらいな程度の、経済的に肥育をして出て

くる和牛肉を今後期待したいのて‘す。 4、 5 

等級にはそれなりの需要はもちろんあります

が、それ以上に 2、 3にはニーズがあるのて‘

す。 3カ）l、 5カ月余分に飼っても価値が上

がらないのては経費のかけ損て‘すのて、私ど

もとしては生産段階にそのへんを特に期待し

たし、と思し、ます。

それから、いまや交雑牛全盛の時代に入り、

少なくとも乳用種よりも和牛の血液の入った

交雑牛のほうがかなりいいものがてきること

は間違いない。味もものによっては限りなく

和牛に近いものがてきる。これは今後ともお

そらく拡大していくと思います。この交雑牛

についていろいろな評価がありますが、和牛

のサプ的な存在てすし、安い牛肉を提供てき

るものとして、今後とも一つの地位を得るの

てはないかという気がいたします。

信頼される銘柄牛を

いま銘柄牛肉が氾濫していて、消費者に誤

認を与える由々しき問題が各地て起こってい

ます。銘柄牛肉の名前を冠して、ひどいとこ

ろては輸入牛 l~l を当てているところまて見ら

れます。全国 に食肉の公正取引協議会が涎生

していますが、いま取り上げようとしている

最大の問題は銘柄問題て‘す。これは牛肉、豚

肉の正しい紹介をしていく。定義てきるもの

は定義して消費者に誤解を与えない。消費者

が銘柄に惑わされて不必要に闇いものを買わ

されるということのないようにしないといけ

ない。消費者に支えられてこその生産だと思

いますから、私ども売る側からすればそうい

うことについても、きちっと整理して、規制

するものは規制するという責務があると思い

ます。

コストダウンによるA3クラスの
和牛肉供給

司会 間さんは宮崎県て繁殖牛2000頭、肥

育牛4000頭という大規模な和牛の一貰経営を

しておられますが、いまのお話を踏まえて、

生産者として今後どのように対応していくの

かお考えをお聞かせ下さい。

間 輸入自由化て、あっという間に輸入が

6割になりました。ウルグアイラウンド後も

視野に入れると、消費者あっての農業、牛飼

いなのてすから、生産者が従来のような経営

感党ていたら和牛農家はもっと滅ると思いま

す。輸入肉は 7割とか 7割 5分になる日も来

るかもしれないなかて‘、日本の消費者が求め

る価格はどこなのか。一般大衆、特に若者が

サシ志向なのかを考えて、やはり、3.5とか2.5

とかの牛肉を、コストを引き下げて生産すべ

く、当初からやってまいりました。

いま和牛界ては生産者が非常に高齢化して、

飼育のあり方の近代化が非常に遅れているの

てはないか。われわれは豚をやっていたのて、

その経験をいかした生産がてきるのてはない

かと考えて取り組んだのが、繁殖の2000頭体

，
 



系て‘す。やってみると十分可能てあったと思

います。

そういう意味て、今後も和牛肉はETとか、

多頭化の技術など新しい技術て、あるいは経

営のあり方てこれから変わらざるを得ない。

今後おそらく 3年、 5年は 1年 1年変わって

いくと思いますが、それに対応する農家てな

いと和牛はどんどん衰退していくと思います。

中野 お話を聞いて思うのて‘すが、いろい

ろ聞いてみると A2、A3程度て和牛の経営

が本当に成り立つのかということて‘‘す。現実

にはもっと高いレベルを求めて、良い種牛牛

を選び、肥育期間も 30カ月もかけているんだ

と思います。それから、田中さんがおっしゃ

ったように F1が爆発的に増えている。私ど

もの調査ては全国て'30%を超している。都府

県ては乳牛の四十数パーセント、北海道てあ

っても 15%くらいが和牛を交配している。こ

れはやはり肉質志向かなと思います。 A2、

A3あたりは F1て供給し、和牛はもう少し

上を狙う。間さんのように相当な多頭飼育の

方は別として、 2、 3頭規模の繁殖経営や数

十頭規模の肥育経営ては、経営がうまくいく

かどうかは別にしても、 もうちょっと高い理

想を求めているのてはないか。それて特定の

種雄牛が引っ張りだこて｀需要をまかないきれ

ない事態が私どもの事業団ても出ています。

産地間競争と国際競争

それから、自由化になってから銘柄牛生産

運動というのが各地て、雨後の竹の子のこ·• と

く出てきました。それだけならいいんてすが、

それがいわゆる産地間競争というか、自分の

ところが良ければいいということになり、改

良面ても閉鎖的になって、育種価などの遺伝

情報も秘密主義になってしまっている。一気

に公表せよとは言いませんが、たとえば全国
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て供用されている種雄牛も各県：：：：・ とに育種価 1 

を出しているのてすが、その牛は全国的には i 

どのくらいの評価なのか、そういう計算もさ

せないような実態て‘、日本は県間競争をして

いる間に海外に和牛が出て、本当は国対国の ( 

競争の時代に入っているのに、どうも日本は

ミクロの世界に入ってしまう 。本当にこれて

改良がさらに進むのかなと心配しています。

海老原 誤解されたのかもしれませんが、

AZ、A3を狙うということてはありません，

やはり良いものを作るというのは間違いない

ことてす。ただ、よけいなコストまてかけて

やることが本当に妥当なのかどうかというこ

とを申し上げたわけてす。確かに良い素牛、

高い索牛を買った人たちはそれなりのコスト

をかけても良いものを作ろうとするのは当た

り前てす。

Fl生産の見通し

それから F1て‘すが、 F1生産はそろそろ

ヒ°ークかなと見ています。そうてないと酪農

の子牛がいなくなってしまうし、それを輸入

て賄うにはあまりにもコストが高いて‘すから

日本の酪農がある限り、 もう少ししたらピー

クにいくのてはないか。ただ酪農家が求めて

いるのは、付加価値が高い F1だし、和牛を

ETて生産することも私どもはかなり成績を

上げていますのて、そういうことも進んて‘ぃ

くのてはないかと思います。

中野 Flがヒ°ークを迎えるというのは、

たとえぱ初妊牛価格が高くなるとか、雌子牛

が高くなる。そういうことて酪農家は今度、

乳牛の精液をつけようかという話になるんて

しょうか。

海老原 北海道の酪農家は、自分のところ

の乳牛は自分て作るというのが基本て‘す。都

府県てはほとんど半分以上がFlて‘すから、
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初妊牛は非常に値段が店いわけてす。 40万も

45万もします。それても都府県の人は F1を

作って、北海道から妊娠牛を買ってきても合

うからやっているんてしょう。一方、北海道

の人は、全部 F1をつけてしまったら、乳を

搾る牛をどうするのか。買うところは海外し

かない。そこまては経済的に合わないとなる

と、ある程度限界がくる。さらにそれが進め

ぱ、都府県の人も北海道から買えなくなる。

50万、 60万、 70万もするようなことまて｀して

F 1の生産が成り tつかどうか。限界という

のは必ずあるだろうと見ています。

和牛肉生産の目標とコスト

前原 和牛の目標についててすが、われわ

れがやっている検定において364日検定、予備

飼育期間も含め13カ月間肥育しているのて｀す

が、それても格付け 4等級を 4割程度確保し

ています。だから生後25-26カ月てあれば、

4等級が 6、 7割いけるなという実感てすか

ら、肥育の無駄をちゃんと学問的実験的に割

り出して排除していったらと思います。

それから情報公開についててすが、私ども

は主産県てすが規模が小さく、 1戸あたり繁殖

牛5.6頭くらいて‘す。そうするといろいろな情

報が正しく伝わりにくい状況のなかて、いき

なり公開してしまうと、没落のもとになりは

しないか。飼査をやめてしまう人が多くて｀て

くる原因になるのてはないかと懸念されます。

だからいま何をすべきかといえば、規模拡大

をしていって肉用牛て飯が食える層を数多く

していかないといけないのてはないか。それ

が達成されてからそういう話になりはしない

かという気がします。

間 和牛の目標について言えば、私も A5、

A4を求めています。しかし、 100万円の牛を

狙って作る人には、 70万もの子牛を買ってい

る人がいるんてす。そうてはなくて、目標と

してはA3て経営が成り立って、良いものが

てきたら、そこに非常に利益幅があるという

のなら結構て‘すが、全体がA5ばかりのピラ

ミッドになっていると思います。 A5が全国

て何割ありますか。こればかりを全員が求め

たら牛の経営はどうなるか。

輸入肉が 7割も 8割も来るなかにあっては、

経営者としてはコストを下げるということを

視点において、たとえぱ川村さんのように放

牧するとか、あるいは規模拡大をしててもコ

ストを下げるという方向に狙いを定めて、改

良ては増体とか肉質とかを求めるのてないと、

ただ 1頭の先発隊は良いとして、全体は間違

った方向に行きかねない。みんなA5、A5

に進んて｀いるような気がしてならないものて‘

すから、注意しないと合わなくなるというこ

とを、言っておきたいと思います。全共とい

うのは多分にそういう方向が強いものてすか

ら。

司会 議論をまとめると、 A2やA3がて‘

きてしまったら失敗て損してしまうというこ

とてはなしに、それは失敗作てはなく消費者

の求めるものを作っていることになるのだか

ら、コスト的にはそれても合うくらいのつも

りて生産をするべきだということてはないか

と思います。

素牛のコストダウンと放牧飼育

阿部 間さんのところのように一貫経営て‘

は、索牛がそれなりのコストててきると思う

のてすが、市場て求めた索牛が 2、 3等級に

仕上がったら合うわけない。て｀すからいかに

して索牛価格を下げるかということなくして

は、経営的には合わない。したがって、和牛

の特性を生かし 4等級以上も同様に生産すべ

きと思う。そのなかて、 3等級、 2等級も出
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てくるということになるわけて‘す。

司会 Aの 3の価格が販売価格の平均てあ

ったのては、ちょっといまの状態てはコスト

を償わないだろうというわけて｀すね。

阿部 いまの価格て‘ペイてきるような索牛

価格にならなけれぱいけないのてはないか。

A2やA3の価格が高すぎて、消費者の値：：：｀

ろ感を越えると、輸入肉にまた替えられます

よということて‘‘す。

司会 素牛コストについて、島根県大田市

て繁殖牛60頭、肥育牛100頭を家族て飼ってお

られる川村さんからお穎いします。

川村 話がコストをいかに下げるかという

方向にきているのて‘すが、私のところは索牛

代をいかに下げるかということから放牧を取

り入れて索牛を作っています。

私のところの三瓶山の話をする前に、島根

県の隠岐島の話をします。隠岐は年間 9カ月

は放牧という飼い方をしています。高齢化も

進んているのてすが、 とにかく放ったらかし

て飼っているから、飼える子牛は放牧場から

軽トラックに乗せて、親から盗んて来るそう

て‘す。この間隠岐の牛の共励会て出品された

牛の素牛価格は平均26万7000円てす。そこて‘

索牛を下げるとしたら、これからは放牧をも

う少し考えたほうがいいという気持ちを持っ

ています。

私のところも 5月から11月末まて‘三瓶山の

山に放すというかたちて繁殖はもっていく。

素牛コストを下げるという時にもう一つ考え

るのは耐用年数てす。繁殖牛だったら、その

牛が何産するかもコストを下げていく要因に

なります。放牧牛は耐用年数が大変に長い。

私のところて最近て最高だったのは19歳て'17

産した牛がいますが、これは毎年春に山へ出

て、秋になって子牛を産んてという繰り返し

をずっとやっていました。
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隠岐の飼い方も牛本来の持っている繁殖の

力をうまく使っているから、そういう価格て'，

牛を売ってもある程度の利益が出る。それな

ら、条件さえ許せばもうちょっと日本の資源

を有効に使う方向も考えていいのてはないか

という気がしています。

私が放牧している三瓶山は350年くらい前

から三瓶山全体、約2000町歩に放牧するとい

う歴史があったのてすが、だんだん放牧する

人が少なくなりました。そのなかてうちが農

業て生き残っていくには、放牧しかないと考

えて、徐々に頭数を増やしながら現在に来ま

した。どんどん皆さんは撤退していくけれど

も放牧は一番合理的な方法てはないかと考え

てずっと継続しています。

昨年は、一度やめた放牧地を復活してみて、

牛自身がシバ草原に変えていくというのを目

の当たりに見ました。以前、スキー場て放牧

したら、牛がシバの種を撒いてくれてシバが

密生していくのを見まして、 もう一度放牧地

を復活しようと、昨年西ノ原に復活しました，

それがたった 1年て草の質が変わってきまし

た。少し光が当たればそこにもともとあった

シバが増えていく。牛自身に放牧場を作って

もらって、牛が健康に育って繁殖もよくてき

るという状況てす。島根県も高齢化率が大変

高く、地域がだんだん荒廃して来ています。

そういうところをとにかく囲ってしまって、

あとは徐々に牛にきれいにしてもらう。

そのようにこれからは持続的て環境も考え

た畜産という方向が重要と思います。少しず

つそういう方向も考えていって、立地条件を

考えながらもっと楽な牛飼いをする。隠岐も

そうてすが私のところも、放牧している期間

は繁殖には手がかからない。その間に越冬用

の粗飼料の確保や水稲をやる。そして全部冬

仕度がてきた頃に牛が山から帰って来る。そ
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うすると、年間を通じての労働力はだいたい

同じくらいの水準てやれる。将来は種雄牛も

そのなかにまき牛として入れ、 2年か 3年し

たら近交係数が高くなるからまた変えるとか、

そういうことがてきれば人も牛も楽になると

考えています。

ー白経営のメリット

私のところはいまー貰経営てやっているん

て‘すが、 4、 5率がつい最近て77%くらいて`

す。それは、ずいぶん前から自分のところて‘

すこしづつ肥育してみて、母牛の血統の影痴

がずいぶんあることがわかってきました。だ

から、自分のところの後継牛としてはBMS9

以上のものだけを残してきました。そうする

と、それが結構高い確率て現れることがわか

りました。て‘すから繁殖牛を揃えていき、 し

かもそれを偏らないいくつかの系統の違う索

牛、島根といつも糸桜系ばかりてなく、それ

以外ても良い子の出るのがいます。そういう

のは市場性はないけれども、自分のところて‘

肥育するなら良い牛とわかっている。そして

それに合うものをかけ合わせていけば良い。

てすから、いま肥育塁家が必死になって飼っ

ていらっしゃるというようなことを聞きまし

たが、肥育は一喜一憂しないて‘淡々と飼うも

のてはないかという気持ちを持っています。

中野 いまのお話て、一貫の場合は子牛て｀

市場へ売らないのて‘すから、放牧しても肥育

て‘挽IJJJさせれば良いわけてすね。一貰のメリ

ットはそこに一つあります。もう一つは、自

分の牛群を能力の良いものに変えられる。ど

の種雄牛をつけてもある雌からはA5が出る

となると、今度雌子牛を生んだら保留する。

そういうメリットがあるわけてす。低コスト

生産という面ては、 f牛の時に流通経費が省

けること、子牛の化粧肉なんかの問題もない。

そして子牛の価格が下がった時には、枝肉て‘

出荷すると、経営が安定する。

川村 それと、コストて言えば労働力もそ

うなんてす。子牛て一同商品にしようと思う

と、せめて前の日は一生懸命手入れをするわ

けて｀す。そして当日は朝早くから市場に持っ

て行く。そうすると 2日かかります。 2Bが

12カ月だったら24日をそのために費やす。こ

れは非常に無駄て‘す。てすから、労働面から

も一貫に移ったメリットがあります。

経営感覚を持てば規模拡大は十分

に可能

間 われわれはあくまても A4、A5を求

めますが、先はどの2.5相当のコストて450キ

ロか500キロの枝肉をまとめてもらえば、十分

採算は合うということを考えて、それて'A4、

A5が出たら儲けものて‘す。今後、国際化が

進んてくるなかて、どうしてしっかりと力強

くやっていくかといえば、私どもはコンピュ

ータを用いて多頭化、企業化し、あるいは E

Tによる頭数は3000頭ても 5000頭てもてきる

なかて｀、外国の牛肉に負けないコストて、消

野者が求めるものをやっていけるのてはない

か。私はそういう意味ては負けてたまるかと

いう気持ちて‘す。

私の多頭化の原点は、酪農家は40頭を飼育

するのに、労力からみれば和牛は 5倍楽なの

だから、和牛だったら 1家族て 200頭繁殖て‘

きると思ったわけてす。合理化すれば、一家

庭て'200頭は何てもない。これはやってみた人

間だから言えるのてす。

いままての牛の皆さん方は、ややもすると

角とか皮とかかたちとかにこだわりがちてし

たが、そういうことてはなくて、経営という

問題をもっともっと掘り下げないといけない。

消費者はそんなものてはない。値段とおいし
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さを求めているのはどこかというと、 A3.5< 

らいだと思います。今後の消費がどう変わる

かわかりませんが、先発隊はどんどん改良等

をして、枝重をたくさん取るような方向にも

っていってもらいたい。だけどわれわれとし

てはあくまても楽をして農家が儲かるような

体系を指導していくことが重要てはないてし

ょうか。

経営の開始当時に考えたのは、和牛は国際

的に違う肉だから、コストを下げていけば生

き残れる。多頭化すれば十分に人件費も下げ

られるし、無駄な品評会とかあるいは市場を

通すとか、そんなのを全部省いて一貫経営し

たらどうなるか。コンピュータて‘入れたら登

録もいらない。市場もいらない。 そのストレ

スもない。相当コストは下げられるというこ

とて、そのころ和牛は1900円くらいしていた

のて‘すが、 1500円を想定しました。豚がいい

例てす。昔は市場買いが多かったけれど、市

場が成り立たないようになった。小さな繁殖

農家はいなくなった。残っているのは一貫経

営しかない。だから、和牛もそうなるのては

ないか。私はそれをいち早くやったのて‘す。

和牛多頭飼育の技術的背景

司会 多頭化と言えば、鹿児島てもだいぶ

多頭経営が出てきているそうてすが、前原さ

ん、それを支えている技術的背景とあわせて

：：：：‘紹介ください。

前原 私どもも、牛肉自由化のずっと前か

ら、どうもこれは減るなと感じました。うち

の県は断齢化が著しいということもあったし、

それに牛肉生産というのは基本的には儲から

ないんてす。しかし肉用牛にかかわる人が多

く、重要な産業となっています。だから減ら

してはならない。そのためには規模拡大に向

かうのみという結論になりました。
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規模拡大をする 一つの手として、繁殖牛 を ！ 

楽に飼うためにはどうすればいいかと考え、

まず角を切ろうという 話 になりました。 そし i 

て連動スタンチョンを入れたら考えががら っ

と変わりました。群飼いて制限給飼がてきる¢

そこが一つのポイントと思います。妊娠牛は

妊娠牛、分娩前は分娩前というように、繁殖

ステージに合わせた群飼育を始めました。間

さんは、 1団地700頭に 1日1回給飼して給与

時間はわずか15分て‘す。600頭とか700頭の群

のバルクサイドをぐるっと回って。 それては

とんど問題は出ていない。

あと出てきたのが哺育の問題て、それもき

れいに乗り越えています。私どものところて

は人工哺育に農家が一生懸命てす`。試験場は

頭数が少なくてなかなかうまくいかなくても

農家は自分のことてすから一生懸命て‘‘、それ

をクリアしています。飼料面ては、輸入粗飼

料とか未利用資源、たとえばビール粕とかを

合わせて混合飼料を作り、それを 1日4~5

キロやることによって、十分長年飼えるとい

う実証もされています。 そういうことが総合

的にて｀きたから多頭化がてきたと思っていま

す。

私どものところてもいま、 600頭、 400頭と

かそういう多頭飼育もいます。昭和50年の中

頃まてはだいたい55頭前後が最大規模て‘した

が、いまは70、80という 100頭予備軍が方々が

ずらっとおります。それもいろいろな形態で

川村さんのような放牧をしている方もいます

し、あるいはサイレージを作って飼っている

方もいます。地域の特性に合わせた大規模経

営が出てきた。そういう経営が育ってきたの

が明るい面と思います。

先兵として間さんのような超特大経営もあ

りますが、農家としての100頭、 200頭という

方々が出てきたから、少し先が見えてきたと
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思っています。

川村私のところも角も切っています。そ

れから山に連動スタンチョンをつけています。

そうすれば管理がしやすい。それと牧区がい

くつかに分かれていますが、いちばん見なく

もいい妊娠鑑定した牛群はおおやま、 しよっ

ちゅう見なければならない親子の群や育成牛

群は近い所に放牧しています。親子放牧もし

ています。 3カ月て連れて帰れば親子放牧も

大丈夫てす。

間 豚をやった者から見て、和牛の皆さん

の意識には古いところがあると思える。たと

えば僕らは除角、あるいは扇風機、スタンチ

ョンなどなんても素直に取り込むのて‘‘すが、

やったら簡単なんて‘‘す。100頭の繁殖というの

はやり方によっては簡単なんてす。和牛の繁

殖はまだまだ勝負がてきる可能性が残されて

いるということを、私は今日いちばん言いた

いと思います。コスト引き下げの分野、ある

いは多頭化の技術の開発という分野て頑張れ

ば、国際化のなかて｀和牛はまだまだ戦える。

それをあえて言いたいし、今日の目的はそこ

てはないかと思います。

規模拡大や一貫化のネックは資金

問題

司会 革新的な技術を取り入れていけば、

規模拡大の余地はいくらてもあるという力強

いお話てしたが、技術的にどうなんて‘しょう

か。前原さんの立場て‘見ると、まだまだ和牛

100頭規模の繁殖経営の技術面ての問題点が

残っていますか。

前原 そんな大きな技術的課題はないと思

いますが、むしろ資金だと思います。資金回

転が遅いのを、だれが支えてやるのか。 JA等

がうまくテコ入れして回す手段を見つけてや

らないと、規模拡大はてきない。間さんは豚

のはうの資金を回せたからわっと増やせた。

普通の農家がてきるかというとなかなかてき

ませんから、その点をどうするのかというの

が大きな課題てすね。

間 やってみた人てないとわからないて‘す

が、てきた年から 4年間収入がないわけて‘す。

その間に固定資産税ががんがん、つぶれなさ

いと言わんばかりにかかってくる。そういう

システムになっている。それをわかっていな

いのが農水省てあり税務署てす。固定資産税

がどのくらい取られるかというと莫大なもの

てす。

司会 それをどのように乗り越えられまし

たか。

間 豚の利益は、税金て 5割以上取られま

す。同じ経営内事業として牛を始めることに

より節税となるのて‘、牛の経営を豚が助けて

くれたのて‘す。一貫経営が良いといっても、

借入金の金利、 1賞却費、固定資産税、飼料費、

人件費等々と計算していくと大変なことて、

今後十分考えてもらわないと繁殖多頭経営は

進まないと思います。 2000頭の一貫経営をす

ると言ったら大変な金がかかります。いまの

農水省は、牛には力を入れているが、この点

はあえて言いたいと思います。さらに勉強し

てもらわないといけないと思います。

川村 多頭化より一貫に移る時に本当に資

金がいります。簡単に一貫に移ったはうが良

いと言われるのてすが、やはり 3年間という

のは非常に長いて‘す。いままて子牛から入っ

た収入がまったく入らないのて‘すから。私の

ところが一貫に移った時は、売っても 20万ち

よっとくらて‘‘、いちばん下がった時期てした。

いまは安いからいま一貫に移ろうと決めて、

耐えに耐えました。

間さんに豚がいたと同じように私のと ころ

はホルや F1の肥育をやっていました。和牛
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の相場変動は非常に激しくて、和牛だけては

ィぐ安定てしたから、ホルの哺育育成もやって

みたりしました。さらにホルの肥育から F1 

に移り、和牛に移ってきました。それもあっ

たから、この肥育牛を売れば何とかなると計

画を立てました。しかし肥育もドがりました

から、いまも 4年前に --rtに移った時のツケ

がまだ回っています。その時に査金繰りが本

当に厳しかったから、あらゆるところに査金

を用立ててもらえないかと聞いてみましたが、

結局ありませんてした。だから自己資金て‘ゃ

るしかないという状況てした。一貫に移りな

さいと言っても予算は微々たるものてす。一

貫ヘ一貫へと言っても、その予算を見れば、

これては一貫に移れませんよということて‘す。

たったうち 1軒てもこれだけの資金がかかり

ます。県段階て言えば相当な予算が必要てす

よと私も言いました。そういうと ころへの手

tてということが、規模拡大をするには大変

大切なことと思います。

司会 だいぶお話も煮詰まって、規模拡大

のための技術碁盤はてきている。しかし問題

は査金面て、固定査産税などが重い一方、一

貫化の時は収入が途絶えてしまうというこ‘‘指

摘て` すね。

多頭化は糞尿対策から

川村 もう一つあります。糞尿をどうする

かということてす。糞尿処理にはすこ，• く資金

をかけるやり方もあって、環境問題にもコス

トにも関わってくる。そこをしっかり考えな

ければいけないのてすが、間さんはどう処理

していますか。

間 糞尿をしっかり管理するということな

くして多頭化はありません。私の場合はいま

野菜を本格的にやっています。それと堆肥工

場に農水省が非常に力を入れてもらって、非

16 

常に効；手｛よくたくさん作っていますから、安 I 

くて良い堆肥がてきます。それを家畜のいな

し農家が使ったり、あるいは有機野菜を欲し ］ 

がるという良い時代に来ましたから企業的な

野菜屈家が使い、堆肥t場としては足りない

ような状態てす。

司会 川村さんのほうはいかがてすか。

川村私も放牧をやっていますし、繁殖牛

が半年しかいません。自分のところの飼料畑

とあとは楳交換てす。そして、堆肥も、良い

堆肥を作るやり方をいま試みています。

司会 和牛の繁殖、肥育ては乳牛とは違っ

て努力すれば良い堆肥がてき、そうなれば需

要は多いのてはないて‘しょうか。

川村 畜産は堆肥が宝にならないと良い粋

営てはないと思います。畜産とは家畜がいて

堆肥がある。そしてそこて‘畑やrHんばのもの

がうまくてきて良い循環がてきる。そうして

畜産だけてはなく畑作とか水稲が関わり合い

ながらやっていく全体的な展業になる。そう

ならないとうまくいかないと思います。たま

たま私のところも、近くにほとんど畜産がな

いところて、いま有機野菜しかうまく販売て

きないというなかて、だんだん求められるよ

うになり、これは良い状況だなと思っていま

す。

和牛振興の方向

司会 いままての議論を踏まえて全農の海

老原さん、和牛の振興についてのお考えをご

披露ください。

海老原 和牛の繁殖基盤と全国連というの

はあまり強いつながりがなかったものてすか

ら、昨年半年かけてあちこち回りながら勉強

させてもらいました。平成 4年から和牛の生

産頭数が滅り始め、その傾向が止まりません

国が出された酪肉近代化方針も絵に描いた餅
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になりかねない。和牛l女］の訴要があるのに、

これが減っていけば、おのずから輸入牛肉に

取って替わってしまう。国内の肉牛産業がな

くなってしまうという非常な危機意識を持ち

ながらやってまいりました。とにかく R本に

おける繁殖基盤を何とか確寸ーしなければいけ

ない、増やしていかなければいけないと思い

ます。

これには三つの方法が考えられます。一つ

は、先はどからの議論のように繁殖混家の方

たちに規模を拡大してもらう。それからもう

一つは、繁殖からか肥育からかは別にしても

現実に間さんや川村さんがおやりになられて

いる一貫経常化をやっていかなければいけな

いということてす。三つ目は個人てはなかな

か無理だということになれば、そこに煤協等

が介在して地域内一買を H指していかなけれ

ばいけない。これは宮崎の綾町混協などがや

っていますが、展協の力を得ながら、一貫経

営を進めていく必要があると思います。

昨年、国は中核11:1用牛の繁殖経営育成対策

ポ業を作ってくれまして、増頭に対して6-8

・ガIりとかいう助成金がつくようになったわけ

てすが、先ほど現場からの意見ては、そんな

ものだけては済まないよ。長く査金が哀ると

ともに、減価償却、固定資産税等々の問題が

あると指摘がありました。こういう課題もさ

らに深めて日本の和牛、あるいは日本の肉牛

の生産碁盤を国の協力を得ながら、われわれ

塁業団体として、今後も粘り強く進めていく

必要があると思っています。

コスト低滅の問題については個々の方針も

こゞざいます。たとえば私どもは 1年 1産をさ

せなければいけないというアドバルーンを上

げました。適期授精を進めるとか、ボディー

コンテ‘‘ションの管理が直要とか、それはそれ

として啓蒙していく必要があります。さらに、

繋殖和牛以外を使って受枯卵移植て和牛を増

やすということもしていきたいと思います。

私ども U分のところて実験事業をやっている

のてすが、コスト的には一番良いクラスの子

牛が31-32ガくらいて‘仕上がると計互てきる

ものてすから、これなら本当に杵及がてきる

のてはないのかと思っています。

和牛改良の方向

司会 今日の議論を踏まえて、最後に和牛

の今後の改良について、中野さんからお願い

します。

中野 今日は「国際化の中ての和牛振興」

というテーマて議論された中て、二つほど改

良の役割があると思いました。まず一つは、

輸入肉と競合しない和牛肉の生産ということ

てす。そのためには、肥育技術とともに改良

が必要だということて｀す。それからもう一つ、

和牛肉は輸入肉よりも良いと言っても、低コ

スト牛産が必要てあって、それには、規模拡

大や一貫経営化や放牧のはかに、改良が必要

てはないかということてす。ところが、低コ

スト生産と和牛の改良の関係について言えば

難しいところがあります。というのは、豚て‘

も乳牛ても改良が進むとコストが下がる。と

ころが和牛の場合、サシ志向が非常に強いも

のて、改良が進んだと言いながらもコストが

なかなか下がらないという大きな問題がある

と思います。

国が本格的に和牛の改良を始めたのは、昭

和45年の種畜生産碁地育成事業て、確か16県

て｀した。いまては24県が改良事業をしていま

す。昭和55年には産肉能力平準化促進事業が

発足して、私ども改良事業団が間接検定をや

り、良い成績のものを改良事業をしていない

県に供給する事業を始めました。この事業て‘‘

最近非常に良いものが出てきて大いに利用し
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ー

ていただいています。

ただ、私どもの過去の経験からしますと、

本当に良いものは 1割も出ないという実感を

持っており、間接検定を数多くやっておられ

る県はそれなりに良いものが出てくると思い

ますが、毎年 2、 3頭くらいの間接検定をや

っている県は、 5年てやっと 1頭出るという

こともあると思います。私は、主要な県は改

良事業を引き続きやるとして、 もう一つのグ

ループは改良事業団を中心ても結構て‘‘はない

か。大同団結して、 もう少し効率のよい改良

事業を進めてはどうかと思います。

私どもは、このほか、和牛の枝肉情報を食

肉市場等から収集し分析する事業をしていま

す。その情報や各県が収集した枝肉情報が育

種価の計算のもとになっています。育種価の

全国評価や情報公開について、先はど前原さ

んは規模が小さいからまだまだとおっしゃい

ました。それはまさしくそうだと思いますが、

将来的には、少なくとも雄牛については各県

単位てはなく、全国て‘どういう評価をした牛

なのかが分かるようにならないと、県の平均

値以上てすと言われても、はたして本当にそ

の牛が活躍するのかどうか、不透明感があり

ます。それは一気にいかないのて‘‘、ある程度

の先をターゲットにしながら、そして改良の

意欲を農家に持ってもらいながらやっていか

ないと、だんだん和牛は少なくなってくるの

てはないかという感じがしています。

司会本日はいろぃ

ろなお立場の方に来て

いただき、そのわりに

はよく議論もかみ合い

有益なお話がいただけ

たと思います。牛肉の

流通チャネルや消費の

変化、それに対して生産面としては、大規枝

化、一貫化などを通じてコストの低減を図っ

ていく。しかし、その上て必要なことは何な

のかということについて、実際にその道を進

んてこられた方々から率直なお話をいたださ

ました。読者の方々にとっても役に立つ内容

のお話だったと思います。長時間にわたりあ

りがとうこゞざいました。
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四贔翡"

ガーリック粉末
の給与による
豚肉質改善効果

中村慶逸（なかむら けいいつ）

青森県畜産試験場

l . はじめに

古来からニンニクは薬品や食品として利用

されてきたが、最近ては健康志向を反映して

生食用はもとより加工用の索材としても様々

な利用が図られている。

このような中て、国内の流通韮は約38,000

tにものぱるが、平成 6年の青森県産ニンニ

クの収穫旦は23,300tと全国第 1位を占め、

本県の特産物となっている。

また、これまて家畜に対するニンニクの利

用については、呼吸器病対策として肉牛や豚

を対象に生ニンニクを給与した例が報告され

ており、肥育豚てはミキサーてすりつぶした

ものを子豚の離乳後30日齢から出荷時まて‘

0.5%添加給与した場合に、一日平均増体籠の

増加及び肥育日齢の短縮がみられ、添加薬剤

費の節減等、抗生剤添加以上の効果を認めて

いる。ただ、生ニンニク添加率と軟便発生と

の関係から、離乳直後30~40日齢の子豚に対

しては0.3%を越えないようにすることが望

ましいとしている。

この他、複合経営農家ては自家産の生ニン

ニクを経験的に繁殖豚に少乱ずつ用いている

例も見受けられるが、保存性と春から夏の端

境期に不足しがちなことなどから、周年利用

には至っていない現状てある。

このようなもとて、最近、ニンニクの搾り

汁が入浴剤や養殖用飼料添加剤など多方面に

用いられるようになったことから、その残溢

てある搾り粕の再利用が課題となり、家畜に

対する飼料的利用が考えられた。

そこて、本研究てはニンニクの副産物とし

ての搾り粕の利用を図るため、肉豚に対する

一連の野外給与試験を行い、配合飼料にガー

リック粉末として0.4%添加給与することに

よって豚肉の肉質改善効果があることを実証
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し、地域特産豚肉の生産に活用されているこ

とから、その概要について紹介する。

2 . ガーリック粉末の成分と特徴

ガーリック粉末はニンニクの搾り粕45%と

果肉質50%及び活性持続型ビタミンB1とし

てのアリチアミンを含んだニンニク B1末 5

％の混合物て、水分が12.0%と風乾物状態て‘‘

取扱いが容易てあることから、周年利用が可

能てある（表 1)。

また、ニンニクの主成分てあるアリインは

分解酵素アリイナーゼによってアリシンとい

う香気成分て強力な抗菌作用を有する物質を

生成するが、これがビタミンB1と結合するこ

とによってニンニク自体には含有されないア

リチアミンという成分に変化し、従来のビタ

ミンB1単独の体内吸収率よりも持続的に活

性化が嵩まるといわれている。このようにガ

ーリック粉末は生ニンニクよりも利用し易く、

さらにビタミンB1を強化したものといえる。

3 . ガーリック粉末と粉砕大麦併

用添加給与による肉質の比較

青森県十和田地区ては、 JA十和田市が中心

となって地域の一貫経営農家とともに、粉砕

大麦を混合給与するなどの高品質豚肉生産の

試みを行っていたが、十和田市周辺てはもと

もとニンニクの生産量が多いこともあって、

ガーリック粉末の利用を積極的に取り入れる

こととし、肉豚に対する野外給与試験を実施

した。

1)試験方法の概要

十和田市の一貫経営農家 2戸と JA十和田

市肥育センターの 3農場において、それぞれ

対照区（慣行の配合飼料給与） とG0.04%添

加区（ガーリック粉末0.04%+粉砕大麦20%

添加）及びG0.4%添加区（ガーリック粉末0.4

20 

表 1 ガーリック粉末の飼料成分分析値

水分粗蛋白質粗脂肪 NFE 粗繊維粗灰分

12. 0 I 4. 2 0. 9 56. 7 I 2. 6 3. 6 

原物中％；閲日本食品分析センター

表 2 ガーリック粉末と粉砕大麦併用添加給与によ

る肉質の比較(1)

区 分
枝肉重量 肉色

脂肪色
皮下脂肪

(kg) (PCS) 融点("C)

対照区
68.9 3.4a 

I .0 
31 .2 

土4.9 土0.3 士I.7 

G0.04% 73.1 3.9b 
I. 0 

30.7 

添加区 士1.8 土0.I 土1.1

'G 0.4% 68.6 3.9b 
I .0 

31 .9 

添加区 士I.0 土0.2 士0.9

注）乱塊法による分散分析、 a、b異符号間に有意差あり (P

く0.05)

％＋粉砕大麦20%添加）の 3試験区を設定し

体重22kg-出荷時まて 1群 8頭の群飼により

肥育試験を行った。

肉質の分析は各区から 3頭ずつ、 と殺後24

時間経過した時点において左半丸枝肉より胸

腰最長筋腰椎部を採取し、生肉を試料として

常法（豚肉の肉質改善に関する研究実施要

領：農水省畜試加工第 2研究室編）により分

析したはか、テクスチュロメーターによる肉

の物理的特性についても検討した。

2)試験結果

ポークカラー・スタンダード (PCS) によ

り判定した肉色は、慣行の配合飼料（子豚育

成用及び肉豚肥育用）を給与した対照区に比

較して、ガーリック粉末と粉砕大麦を併用添

加した試験区ては有意に濃い傾向を示した。

一般に、正常な肉色の範囲は3.0-4.0とされ

ているが、本試験て分析に供試した個体につ

いてPSE及びDFD筋の異常肉は全くみられ

なかった。また脂肪色については全個体とも

正常てあり、ガーリック粉末の添加による着

色等は認められず、皮下脂肪の融点について

も差がなかった（表 2)。
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肉のテクスチャーについては、硬さにおい

て対照区と G0.4%添加区間に有意な差が認

められ、ガーリック粉末と粉砕大麦の併用添

加給与により肉の硬さが小さくなる（軟らか

い）傾向をぶした（表 3)。

その他、豚肉の一般化学組成や保水力及び

伸展率には大差がなかった。

これらのことから、ガーリック粉末と粉砕

大麦の併用添加給与は豚肉の肉色とテクスチ

ャーの硬さに好ましい影響を及ばすことが判

明したが、それぞれの単味添加給与について

も検討する必要性が残された。

4 . ガーリック粉末と粉砕大麦単

味添加給与による肉質の比較

前回に引き続き、ガーリック粉末と粉砕大

麦それぞれの単味添加給与による肉豚の野外

給与試験を実施し、豚肉の肉質に及ばす影響

について検討した。

1)試験方法の概要

十和田市の一貫経営農家A、B、 2農場に

おいて、それぞれ対照区（慣行の配合飼料給

与）と G0.4%添加区（ガーリック粉末0.4%

添加）及びB20%添加区（粉砕大麦20%添加）

の3試験区を設定し、生後70日齢から出荷時

体重まて、 1群 9-10頭の群飼により飼料を

不断給与して、各農場とも 3反復の肥育試験

を実施した。

肉質の分析は前回と同様に、各区から 3頭

ずつ供試した。

2)試験結果

ガーリック粉末を添加給与した G0.4%添

加区の肉色は対照区に比較し、有意に濃い傾

向を示したはか、対照区と粉砕大麦を添加給

与した B20%添加区の肉色にはほとんど差が

なかったことから、ガーリ ック粉末の添加給

与は豚肉の肉色に影響を及ぱすことが確認さ

表 3 ガーリック粉末と粉砕大麦併用添加給与によ

る肉質の比較(2)

テクスチャー (T.U)

区 分
凝集性 付着性 咀しゃ〈性硬 さ

対照区
3.Sa 0.47 0.29 I. 73 

土0.2 土0.03 士0.06 士0.24

G0.04% 3.2ab 0.44 0.32 I .48 

添加区 土0.9 土0.03 士o.12 士0.49

G 0.4% 2.9b 0.45 0.28 1.36 

添加区 土0.5 土0.04 土0.07 士0.40

注） a, b異符号間に有意差あり (P<0.05)

表 4 ガーリック粉末と粉砕大麦単味添加給与によ

る肉質の比較(1)

区 分
枝肉重量 肉色 皮下脂肪 伸長率

(kg) (PCS) 融点（℃） (an'/g) 

対照区
71. I 3.4A 31 .o 19.7a 

土4.6 士0.3 士I.2 土I.5 

G 0.4% 71.2 3.98 31 .3 22.2b 

添加区 士2.5 士0.2 土I.5 士I.7 

B 20% 71.6 3.5AB 30.9 20.3ab 

添加区 士I.9 土0.3 土0.3 士1.2

注） A、B(P < 0. 0 I)及び a、b(P< 0. 05)異符号間に有意

差あり

れた。

また、加熱遠心法と加圧法による保水力に

ついては有意な差はなかったが、伸展率にお

いて G0.4%添加区が最も高い数値を示し、ガ

ーリック粉末の添加により豚肉が軟らかい傾

向を示した（表 4)。

テクスチャーについては、対照区に比べG

0.4%添加区と B20%添加区ては肉の硬さが

小さくなる（軟らかい）傾向を示したが、有

意な差てはなかった。なお、ガーリ ック粉末

の単味添加給与は粉砕大麦を添加給与した場

合の豚肉のテクスチャーに近いことが示され

た（表 5)。

その他、脂肪色、皮下脂肪融点、一般化学

組成には明らかな差は認められなかった。

以上の結果から、肉豚に対するガーリック

粉末の添加給与は豚肉の肉色と硬さに好まし

い影響を及ばすことが推察され、肉質改善効
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表 5 ガーリック粉末と粉砕大麦単味添加給与によ

る肉質の比較(2)

区 分
テクスチャー (T.U)

硬 さ 凝集性 付着性 咀しゃく性

対照区
3.6 0.48 0.28 1.77 

土0.2 士0.03 土0.04 士0.23

G 0.4% 3.3 0.49 0.33 I .62 

添加区 土0.1 土0.03 土0.08 土0.06

B 20% 3.1 0.48 0.25 1.69 

添加区 土0.5 士0.03 士0.06 士0.25

果のあることが判明した。

5 . おわりに

ニンニクの副産物てある搾り粕の利用を図

るため、ガーリック粉末として l会］豚に対する

一連の野外給与試験を実施したが、その後、

ガーリック粉末添加による肉色への影響をみ

るため給与時期別に検討したところ、子豚期

のみ0.4%添加した場合には全期間無添加と

同様の肉色を示したほか、テクスチャー等に

ついてもはとんど差が認められなかった。こ

のことから、肉豚に対してガーリック粉末を

利用する場合には子豚期と肉豚期を通じて給

与することが望ましく、豚肉中のビタミンB1

含祉も 1.62mg/100g (日本食品分析センター

による）と通常より約1.5倍多く含まれている

ことも判明した。

このように、ガーリック粉末の利用は日肝

田Gポークとして地域特産豚肉の生産に活用

され、他の地域にも広がりをみせている。

（平成 8年度優秀畜産技術者よ彰）
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今月の表紙

新たな肉用牛開発プロジェクトの進展が待たれるインドネシア共和国のロンボク島。西部の

マタラン市から北西部のアモールアモールにある国立プランガス牧場へ向かう途中て見かけ

たバリ牛の放牧風穀てある。芙しい海と椰子の木を兄て、また、海岸沿いの道路は旧 0本軍

が造ったと聞いて心の揺れる中、撮った一枚てある。 (JICA専門家 森山 浩光）
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緑汁発酵液添加によ
る牧草サイレージの
発酵品質の改善

大島光昭（おおしま みつあき）

名古屋大学農学部附属農場

はじめに

惰者は1995年以来、多くの技官および学生

の協力のもとに、新しいサイレージ添加物ー緑

汁発酵液 (FermentedGreen Juice : FGJ)の

実験室レベルの添加効果を確認してきたのて‘

報告する。

市販乳酸菌製剤は場合によっては 1種類、

多くても数種類程度の純粋培養した南の混合

物てあり、よってそれらの菌に適した環境条

件が与えられないと、 卜分に糖があっても添

加効果を発揮しないことがある！）。もし多種

類の乳酸菌を添加するなら、それらの内のど

れかが与えられた条件に適合して、サイレー

ジの乳酸発酵を促進するはずてある。そこて

自然界に多数存在する乳酸南を直接利用する

ことを考えた。すなわち、牧草ジュースを数

日間嫌氣条件下に置き (FGJ)、牧草に付着し

ている多種類の上着乳酸菌を増殖させたのち

サイレージ材料に添加した。その結果、牧草

の種類、生育時期、収穫時期、水分含祉、貯

蔵温度等に関係なく、また、市販乳酸雨の効

果が得られない場合ても、無添加の対照サイ

レージが乳酸菌の不足が原因て‘低品質の場合

にFGJを添加すれば必ず効果を示し、酪酸を

はとんど含まぬサイレージが得られた。

材料および方法

FGJの調製： 200gのアルファルファある

いはイタリアンライグラスを細断し600~

1000mlの水とともに家庭用ミキサーに入れ、

1分間庖砕した。磨砕液を 2重ガーゼてろ過

したのち、アルファルフアのろ液には 2%の

グルコースまたはシュクロースを添加し、嫌

氣下て'30℃に2日間保った。 2%糖液て 2お

よび20倍に希釈したろ液からも FGJを調製し

た。

号
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本報告のFGJはすべて30℃て‘調製したが、

H平均気温が20℃以上ならば加温しな〈ても

よい（未発表）。

サイレージの調製： 1 -2 cmに細断した牧

草1kg当り 2.5mlの発酵液または1.0mlの乳酸

菌製剤溶液 (L.casei subsp. !:bamnosusを108

cfu/ml含む）を添加し、 900ml容ガラス瓶に400

gずつ詰めたのち発酵管を付し、 45LI間貯｝歳

した。これらのサイレージの発酵品質をFGJ

無添加の場合と比較した。実験 1-3は30℃、

実験 4および 5は25℃、実験 6および 7はそ

れぞれ10-11月および 4-5月に温度無調節

の宅内て‘貯J祓した。

図表にぷすすべての分析値は 3つのサイロ

の平均値てあり、有意差の判定は t検定によ

った。

結果および考察

実験 1Z-4> : 1995年 7月24R収穫のアルフ

ァルファ 3番平（開花期）を細断して供,;l¥し

た。添加物処理は無添加、アルファルファFGJ

添加および乳酸菌添加てあり、貯蔵温度は30

℃ とした。 45El後のサイレージ品質を表 1に

示す。同じ材料を用い同じ方法て貯蔵したに

もかかわらず、サイレージ品質はFGJ添加悩

が良Hてあったのに対し、無添加区および乳

酸菌添加［えは非常に低品質てあった。

実験 22 6) : 実験 lて乳酸l府の添加効呆が

発酵液に劣ったのは、それが失活していたた

めてはないかと考え、粉末状態て冷蔵月('I川：

貯蔵した実験 lとlriJじ乳酸菌の溶解後のサイ

レージヘの添加効呆を、新たに調製したFGJ

のそれと、 1995年10月11Fl収穫のア）レファル

ファ 5番草を用いて比較した。貯蔵温度は実

験 1と[ri)じく 30℃とした。その結果、表 1に

ぷすように乳酸蘭添加はFGJ添加と同様に、

きわめて高いサイレージ品質改苦効果をぶし

↑ ‘ ‘~ 〇

実験 lおよび 2の結果は、供試した乳酸侑

は与えられた条件により添加効果を異にし、

場合によっては効果が得られないが、そのよ

うな時ても FGJは効果を発揮することを示し

ている。

本報における原料年 1kg当りのFGJの添肌

凩は2.5mlてあるが 1mlても十分てあり、それ

ても家庭用ミキサーからの 1回の搾汁液址を

750mlとすれば、 ミキサー 1本分て750kgの点

を処理てきるにすぎない。

表 1 緑汁発酵液 (FGJ)あるいは乳酸菌の添加が30℃で貯蔵したダイレクトカットアルファルファサイレー
ジの品質に及ぼす影響（実験 1~ 3) 

pH 水分 乳酸 酢酸 酪酸 アンモニアN

（現物中％） （全窒素当り％）

実験 I (I 995年 7月24日調製）
無添加 5. 53• 79.4 Q, Q3b 1. 1 o•b 0. 35• 34.48 
FGJ添加 4.65b 78.4 I. 57• 0.77b 0. 0 I b 13.6b 

乳酸菌添加 5.63" 79.1 0.Q4b 0. 93° 0.418 33.2" 
実験 2 (I 995年 10月11日調製）
無添加 5 .588 sz .s• 0. I I b 0.52° o. so・ 29. 3• 
FGJ添加 4,49b 8Q.4b I .89" 0. 728 O.Qlb 14. Gb 
乳酸菌添加 4,4Qb 8Q .4b 2. 13" 0. 55• O.Olb 14 .Gb 

実験 3 (1995年 11月27日調製）
無添加 G.so・ 83.8° 0 .0 le 0.66° I. 13" 32. 3• 
FGJ(発酵前 2倍希釈）添加 4. 53b 81. I b 2 .658 Q.41 b 0. Qlb 8. 3b 
FGJ ( ti 20倍／／）添加 4.64b SO.Sb I .85b 0.34c O.Olb 6. le 

同一実験内の異符号間に有意差あり。
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凶 実験 32,3,6) : そこてミキサー 1本当りの

fl FGJて処理される材料半のl,tを上げるべく、

搾汁液を 2%糖液て 2倍および20倍に希釈し

が たのち 2El ltll発酵させたものの添加効呆を比

fヽ， 較した。原料がには1995年11月21n収穫の 6

i: 番卒を用いた。表 lにポすように、 20倍に希

イ 釈しても効果が認、められた。このれ実は、ミ

廿 キサー 1本て15トン程度のがが処理てきるこ

Iレ とをぷしている。

庚 実験 47) : 以上はすべてアルファルファ

i: FGJをア）レファルファに添加したものてあり、

他の卓種て‘、も同様の結果が得られるか否かは

L イ測てあった。そこてイタリアンライグラス

からもFGJを調製し、 1996年 4月19LIに収穫

周 した生育期のア）レファルファおよびライグラ

ス1番草への添加効呆をアルファルファFGJ

ょ のそれと比較した結果を表 2に示す。

L FGJの添加効呆はイタリアンライグラスに

＇ おいてのみ得られた。ア）レファルファて得ら

in れなかったのは、対照サイレージに十分な乳
I 

酸菌が既にイt-在していたためてあろう。この

を ような条件ドて''FGJを添加すると、乳酸菌以

草 外の微牛物の作川により、若T-てはあるが酢

酸およびアンモニアが増加するようてあるが、

その程度は無視しうるものてある。イタリア

ンライグラスの無添加サイレージは乳酸菌が

ィ直足しており、 FGJによる乳酸菌の補強によ

り苫：しい品質の改善がみられた。そしてその

添加効果は、いずれの平種のFGJからも同様

に行られた。イタリアンライグラスがアルフ

ァルファよりも糖が翌富なのて、 FGJ材料に

適しているかもしれない。

本研究の遂行には酪牒学園大学、東京塁業

大学、愛媛大学および岡山大学の協力を得て

いるが、庄ら（酪震学ltl大学） 8)はチモシーサ

イレージにアルファルファおよびチモシー

FGJを添加し、いずれも顕著な添加効果があ

ることをぷした。しかしアルファルファサイ

レージてはFGJの添加効果が認められなかっ

た。一方増子ら（東京展業大学）の実験9)て

も、 FGJ添加効果はチモシーおよびオーチャ

ードグラスて著しく、アルファルファサイレ

ージても効果があったがその程度は低く、糖

の同時添加によって著しく高まった。これら

の結果は、北海道のアルファルフアは名古吊

のそれよりも発酵性糖含位が乏しく、また、

アルファルファよりもイネ科牧市において、

より確実にFGJの添加効果が得られることを

ぷしている。

実験 510)、611)、712) : 実験 1-4はダイレ

クトカットのアルファルフアによる結果てあ

るが、実際には、アルファルフアは予乾して

表 2 アルファルファあるいはイタリアンライグラス緑汁発酵液 (FGJ)の添加が25℃で貯蔵した両草のダイ

レクトカットサイレージの品質に及ぽす影響（実験 4)

pH 水分 乳酸 酢酸 酪酸 アンモニアN

ー. (現物中％）一 （全窒素当り％）

アルファルファサイレージ (1996年 4月19日調製）
無添加 4. 42b 82. I bd 2. 31• 

アルファルファFGJ添加 4. 43b 82. 2b 2. 278 

ライグラスFGJ添加 4.45b 82.Qbd 2.348 

イタリアンライグラスサイレージ (1996年 4月19日調梨）

無添加 4. 59• 84. o• 0. 69° 

アルファルファFGJ添加 3. 95° 8 I. が 2. 12b 

ライグラスFGJ添加 3.9ド 8Q. gcd 2. 328 

異符号間に有意差あり。

0. 19c Qb 9.45b 

0.38" Qb 11. 3a 

Q, 31 b Qb 11. 7a 

0.368 0.26a 11 .Ba 

0. I le Qb 7. 24c 

Q, 15d Qb 6.45d 

号 25 



サイレージ化するのが普通てある。そこて、

いずれも生育期に収穫した1996年 4月24LIの

1番草（実験 5)、同年10月17日収穫の 6番半

（実験 6)、および1997年 4月14日の 1番卓

（実験 7) を0、 3、 6および24時間予乾し

たのち、実験 5は25℃、その他は温度を調節

せずに貯蔵した。図 1にぷすように、 FGJの添

加により、いずれの水分含祉においても pHが

低下し、調製時期や貯蔵温度に関係なく、添

加区と無添加区は 2極化した。このギ実は水

分60%前後の低水分サイレージて｀一般的に起

こる発酵抑制は、水分活性の低下よりも乳酸

菌数の減少の方が大きく関与していることを

示している。サイレージ中の各成分も測定し

たが、それらの動きはpHに対応しており、与

えられた紙数の都合て‘、ここては省略する。

FGJは乳酸菌以外にも多くの微生物を含ん

て‘いるのて、開封後にこれらが活動を開始し

て好氣的変敗を促進することが心配された。

しかし、 1例12)のみの検討てはあるが、表 3に

示すようにFGJの添加はむしろ開封後の好氣

性細菌および酵母の増殖を抑制した。この結

果は酸度によるものてあろう。

まとめ

乳酸菌を購入してサイレージに添加するに

はかなりの費用を要するが、家庭用ミキサー

さえあればなんらの貨用を要せず、容易に緑

汁発酵液 (FGJ)を調製することがてき、その

添加により酪酸を含まぬ良品質サイレージが

得られることを示した。これらは実験サイロ

による結果てあるのて実用規模ての添加試験

を重ねる必要があり、多くの機関て試験が実

施されることを期待している。
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6.0 ，■ 

5.5 

H
d
 

5.0卜●

． ． 
▲■

 ． 
●
▲
 

▲
 

口

△̀  
合 ゜▲ 

4.5団△
゜゜85 80 75 70 65 60 55 50 

水分（％）

図 1 緑汁発酵液(FGJ)の添加が予乾アルファルフ

アサイレージの品質に及ぽす影響（実験 S~

7) 

実験 5 (1996年4月24日調製、 25℃貯蔵）
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⑮技術情報 y アミノ酪酸 (GammaAmino Butyric 

Acid, GABA) は脳内の神経伝逹物質のて）

て生理活性があり、血TE降ド作用、神経抑制

作用が知られている。チーズにはGABAはは

とんど含まれていない。もし含まれていたら

雑菌の牛育によって生じたものと見なされて

いるほどてあるが、我々の研究室てはこの

GABAを100から200mg/100g程度含むチーズ

を開発した。その経緯を紹介する。

1. GABA生産菌

GABAは酵索的にグルタミン酸の脱炭椴

反応によって生成する。したがってチーズに

GABAが含まれていないのはチーズ製造に

使用する乳酸菌がGABA牛成酵索を持って

yーアミノ酪酸を多量に

鈴木一郎（すずき いちろう）

野村 将（のむらまさる）

農林水産省畜産試験場加工部
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蓄積させたチーズ
いないからと解釈されてきた。しかし我々の

研究室て製造したチーズの中に多乱の

GABAが生成していることから、乳酸菌の秤

類によってはGABAを生成する能力がある

ことが判明した。我々はチーズスタータの中

から GABA生成能力の硲い乳酸菌を分離し

た。この菌はチーズを軟らかくする能力を持

つ一連の乳酸菌の仲間 (CVT菌）て'Lactococ・

cus lactis subsp. diacetylactis 01-7と命名さ

れた（以下01-7)。

2. GABA生成機構

01-7が一番GABAを生成しやすい条件は

培地のpHが4.7を中心とする酸性側にある揚

合てあるが、 5.5以上ては生成てきない（悩

1)。結局、チーズにGABAが存在しないのは

．雀産技術 1998年 1月号



多くのチーズのpHが5.4以上てあり、 GABA

生成朋がいても GABAが生成てきない環境

のためてあることがわかった。我々のチーズ｀

て''GABAが多旦に蓄積されていたのは酸味

が強く、 pHが 5以下てあったためてあった。

チーズの熟成過程て‘‘はタンパク質がアミノ酸

まて分解され、グルタミン酸が出現しなけれ

ばGABAは生成しないのて、 GABAの蓄積は

熟成 3月以降盛んとなる。しかし、熟成が進

んても GABAの含星はせいぜい数mg/lOOmg

てある。われわれはGABA生成能力の高い01

-7を用い、チーズ中にGABAを200mg/100g

程度蓄積させるチーズ製法を開発した。

3 . チーズ製造手順

本チーズ製法の特徴は加塩時に、グルタミ

ン酸（グルタミン酸ーナトリウム、 MSG)を

グリーンチーズ（熟成前のチーズ）にしみこ

ませておき、 16℃ て,,3ヶ月熟成させる間に

GABA生成力の強い01-7て｀｀グルタミン酸を

GABAに変換させることにある。

本チーズ製造手順（図 2) は当研究室て開

発した軟質チーズの製法と甚本的に同じてあ

り、 01-7はチーズを柔らかくする能力を持っ

ている。しかし、乳酸生成力が弱いため、酸

生成力の強い01-1株と一緒に用いて適当な

pHを確保するようにしている。また、カード

のクッキングの際、途中て湯水を加えている。

これにより熟成中のチーズはpHの過度な低

下が抑制されるとともに、 01-7の生育が促進

されるため、熟成後のチーズは軟質て滑らか

なものとなる。型詰めはあまり重しをかけず

に約 3時間行い整形する。こうしててきあが

ったカードを食塩 (8%)と MSG(5%)を含

む溶液に16℃て'20時間浸す。こうすることに

より塩味とともにグルタミン酸をカード中に

しみこませる。この処理によりカード中のグ

0
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紫
）
荘
疫
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昭

牛浮し
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pH 

図 1 Lac. lactis 01-7GADのpH依存性

殺菌 (63℃、 30分）

レンネット（凝乳酵素）、スターター添加
Ql-7; 1% 

01-1 ; 0.001% 

カードl 加温 30℃→  36℃ 

湯水添加 10 2 /IOOkg 

ホエー排除

↓ 
型詰め

↓ 
加塩 8%食塩ー5%グルタミン酸ナトリウン溶液に浸す

↓ 
熟成 (16℃、 3ヶ月）

図 2 チーズ製造手順

ルタミン酸は200から300mg/100gとなる。こ

のグリーンチーズを16℃て 3ヶ月熟成させる

とグルタミン酸はチーズ中から消え、 GABA

が蓄積する（図 3)。GABAの濃度は150から

200mg/100gの間てあった。

4. 本チーズの特徴

GABAは無味てあり、含量によってチーズ

の風味に影響しない。グルタミン酸は昆布の

うまみてあり、多羅に摂取するとチーズの味

を損なう。本チーズては熟成時のpHを通常よ

り低くすることによりグルタミン酸を

GABAに変換させるのてあるが、あまり pH
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を低くするとチーズが硬く、

となってしまう。逆にpHが5.4以上てはグ）V

ざらついた組繕

とグルタミン酸
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タミン酸ははとんどそのままて｀‘残存してし i

う。pHを5.2から 5.3の間て・・01-7を十分に生育

させることにより滑らかて‘‘クセのない

GABAチーズがてきる。
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なおこのチーズの効能については全く未知

てある。 H本てはGABAを多く含んだお茶が

“血圧の気になる方のお茶＂と直売り出され、

伝しているが、

ら300mg/lOOg含まれている。

GABAチーズと同程度てあり、なにがし力•IJ)

血圧降下作用があっても下思議てはない。し

かし我々の研究室て‘‘はGABAを多量に含も

チーズを製造する方法を開発しただけて生理

的効果は検討していない。

そのお茶てはGABAは200か

ちょ ど
►
フ

図 3 グリーンチーズ中のグルタミン酸（上図）

と3ヶ月熟成後のGABA(下図）の関係

TMR先進国イスラエルで 『1万 1』を築いた

栄養学第一人者

●暑熱のイスラエル飼養環境を克服したTMRを語る●

講 師

開催地

オッファ クロール博士（逐次通訳）

（イスラエル栄養学会会長）

1月30日 熊本市火の国ハイツ

2月2日 岡崎市龍美丘会館

2月5日 東京都乳業会館

各会場： 9時30分-16時30分（午前、暑熱対策：午後、 TMR)時間

受講料

① 個人酪農家 10,000円、半日

② 企業・農協等 16,000円

③ マスターコース 25,000円 ②とセット 33,000円

定員 各会場70名（マスターコース10名）

『マスターコース』 クロール博士と牧場に同行し研修します。
--・-・-----・-・---・・--・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・---・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・- ● ● ● ● → -----------

主 催 イスラエル酪農研究会（問合せ先）

ft 0423-45-6437 FAX 0423-45-8520 

イスラエル大使館・経済部

散畜産技術協会

5,000円

後援

II 
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再編された研究所をこ‘‘紹介します

岩手県農業研究センター畜産研究所
杉若輝夫（すぎわかてるお）

岩手県農業研究センター畜産研究所次長

l . はじめに

岩手県農業センター畜産研究所は、明治31

年盛岡市内丸に「種馬厩」が開設されたのが

発端て、明治34年「岩手県種畜場」に改称、

翌35年に現在地（滝沢村）に移転、幾多の変

遷を経て、昭和37年には県種鶏場と合併し「岩

手県畜産試験場」と改称されました。それ以

降岩手畜試の略称て親しまれていましたが、

平成 9年農業関係の 4試験場が再編整備によ

り、岩手県農業研究センターに統合され畜産

試験場が畜産研究所に改称されて、まだ 1年

図組織及ぴ蔽員

岩手県農業研究センター

所

畜産研究所

種研究室

養研究室

学研究室

グラピア A頁

にもなりません。

農業研究センターの本部は北上市に建設さ

れました。当研究所は移転しないて,.、現在地

に残りました。

本部からは北方約50km離れた、県都盛岡市

に隣接する滝沢村に位罹し、秀峰岩手山を間

近にみる、恵まれた環境て‘研究に勤しんてい

ます。

2 . 組織・施設の概要

図（組織）、表 1-3 (土地・建物 ・飼養家

畜）

行政職研究職技能職 計

4 2 25 31 

5 5 

4 4 

4 4 

4 4 

6 5 11 

6 5 12 

計 5 31 35 71 

（注）所長、次長は総務課に含む、種山畜産研究室に種山牧野事務所兼

務職員を含む

31 



表 1 土地
平成 9年4月1日現在

区 分 本 所 外 山 種 山 合 計

ha ha ha ha 

宅 地 41.20 4 .52 0. 37 46 09 

畑 86.89 5.85 85. 72 178 46 

牧 場 14 16 1,470.74 177 .03 1,661.93 

山林原野等 52. 73 134. 22 243. 73 430. 68 
．． 

合 計 194.98 1,615.33 506.85 2,317 16 

（；主）種山には県種山牧野事務所所管分を含む（以下同じ）

表 2 建物

区分 本 所 外 山 種 山 合 計

棟 rn' 棟 m' 棟 rn' 棟 m' 

本館等 9 2,282 3 792 2 953 14 4、027
畜舎等 48 16、263 20 3,730 31 6、699 99 26,692 

その他 51 3,781 12 I ,450 4 502 67 5,733 

計 108 22,326 35 5,972 37 8、154 180 36,452 

表 3 飼養家畜

平成9年4月現在単位：頭 ・羽

区分 本所 外山 種山 計 偉 考

乳月牛 120 110 成雌 80 

肉用牛（黒毛） 50 75 208 333 種雌牛7直接検定 24 

問接検定 8セット64

// (短角） 90 100 190 種雄牛7直接検定 34 

問接検定 5セット40

II (その他） 4 31 35 

豚 485 485 年間計再 成雄豚 14成雌豚 60

育成豚 200 ~ 査豚 100

鶏（成鴇） 1,400 I、400

3 . 研究方針

バイオテクノロジーぐ腎新技術を組み込んだ

高能カ ・高品質優良種畜の作出 ・造成を行う

とともに、コンピュータ・センサー等先端技

術も応用した、省カ・低コスト飼焚管理技術

の確立を目指します。

中山間地にむけては、地域資源や家畜の行

動特性を利用した公共牧場の効率利用技術を

開発し、自然と調和した家畜飼養を実証しま

す。

牧草・飼料作物は、地域に適合した草種・

品種の選定と嵩品質低コスト安定生産・調製

技術を確立し、併せて資源循環を意識した糞
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尿．汚水の処理・利用など畜産環境保全技伶

の開発も行います。

4 . 各研究室の主な研究内容

(1) 家畜育種研究室

大家畜・中小家畜の育種・改良技術を研究

しています。

従来の検定に加え、胚移植などバイテク技

術、超音波て｀、生体の肉質を判定する最新技伶

をも利用して県産種雄牛を選抜し、豚は高品

質て強健性を備えたイワテハヤチネの系統造

成を実施中て‘‘す。鶉は高品質の「南部かしわ」

や天然記念物の“岩手地鶏＂を利用したオリ

ジナル高品質鶏の作出等、優秀な種畜を作り

出す育種技術の研究をしています。

(2) 家畜飼挫研究室

大家畜を主体とした低コスト・省力飼旋管

理技術を開発しています。

60頭規模のフリーストール牛舎における高

能力（泌乳能）J 10, 000kg)牛群の省力管理枝

術、低コスト畜舎・施設の開発利用技術、ミ

ルキングパーラー汚水の簡易浄化施設の開発

など農家に直接普及てきる技術の実証展示試

験をしています。また今年からはロボット搾

乳機などを使った超省力管理研究にも着手し

ます。

(3) 家畜工学研究室

家畜バイオテクノロジー等先端技術の応月

化を研究します。

良質胚の多局確保技術等胚移植技術の効率

化研究や分割胚を応用した 1卵性双子の牛産

技術。乳牛て特に必要性が高い雌雄産み分け

技術の確立。最近はDNAの多型性解析による

親子判定技術の研究、肉質や疾病に関連する

マーカーの検索など、バイオテクノロジーを

活用した効率的な育種・改良手法の開発研究

を手掛けています。

畜廂技術 1998年 1月号



(4) 飼料'l:1岳研究‘令

低コスト・ 1~:j I品質粗飼料の効斗；的な生｝祖・

湖製技術と家畜党尿.iり水の処理技術をllfl発

します

2haの試験圃場ては、店丁・県に適した多収

て·t:i栄投な粗飼料の•','(種や品種の進定と牧屯

及び釧料作物を安定的に11:J崖出米る栽培技術

を研究すること。そして90haの飼料牛廂畑を

HIいて、効率的な粗飼料牛沌のための実規校

による機械化作業体系の実証展ぷ、ロールラ

ップサイレージなど貯蔵粗飼料の簡易品質評

価技術の検討を行っています。また、現在最

も問題になっている環境保令技術として、家

畜糞l永・汚水処理技術のなかて‘ヽ、寒冷地て＂も

対応てきる堆肥処理と臭気軽減技術の間発を

重点に研究しています。

(5) 外山俗廂研究宅（元畜産試験場外山分

場）

この研究室は本所から束に15km離れ、車て‘

40分かかる北卜山地に位閥し 1,000ha以上に

及ぶ広大な野 I店や牧位の放牧地を利月］して、

中間山地の地域資源を活用した肉川牛の省力

・低コスト飼焚管理と山間が地の効率的利月j

技術を開発します。

印囮秀；＃など＇卜の行動特性を利川した放牧

笠による I会］月I'卜の大規校低コスト繁殖管理技

術やGPSなど位閃センシング芥による省）J

安令放牧システムの間発、邸椋高地における

粗飼料安定牛光技術、平自然（シバ籾）が地

の遷移機構の解明、マクロシードペレットを

利）！）した、簡易収生改良技術など JIJと家畜を

結びつけた研究を行っています。

(6) 秤111畜産研究宅（秤IIJ牧野）

この研究宅も本所から南束に70km離れた秤

111,•,':j)原に H ります。種山は 6 月にはレンゲッ

ッジが咲き誇り、宮沢賢治の詩碑が布ること

て打名な，:・:j)原てす。外山よりは狭いものの、

山林を含め約500haの牧場川地て高品質牛肉

を生産する黒毛和種の育種改艮や選抜した優

良種雄牛の凍結精液等の供給を行います。

県毛和種の産l人］能力検定を実施し優良種雄

牛を選抜・繁投し、枯液を採取・供給するこ

とが七要な業務にしています。また中；業に併

せ、効率的な粘液の生産技術開発や県産種雄

牛の牛産現場における受胎成粕、産子の発有

・肥育成紐を収集したデーターを統計的に分

析する調杏研究を実施しています。

訂正とお詫ぴ

此梵技術12)Jサ (511サ）にはりがありましたのて、 ド記の通り訂 1じし、深くお詫び致します。

頁 誤正

P40 (Jlf ,;:f 角,,~.ll.) 3~ 了ll Insentive Incentive 
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マレーシアにおけるアヒルの大規模詞養
武政 正明（たけまさ まさあき）農林水産省畜産試験場栄養部

東南アジアにおいては、アヒ）レは鶉と並ん

て重要な家禽てあり広く飼育されているが、

多くは水田、用水路などに数十羽程度が放し

飼いにされている、いわゆる庭先型の飼袋形

態てある。近年マレーシアにおいて以上のよ

うな飼養形態のほか、アヒルをスズ廃鉱池を

利用し、配合飼料を与えて大規模に生産する

形態がみられる。養鶉と同様の大規模て｀集約

的な飼養形態は、効率的生産による低コスト

化が可能な飼養形態として、今後のマレーシ

アにおけるアヒル産業の進展の一つの展開方

向てあると思われる。そこて、スズ廃鉱池利

用による大規模集約的飼養における飼養管理、

衛生管理、環境汚染対策などに関する実態を

調査した。なお、この調査は、平成 9年度国

際農林水産業研究推進のための調査（展林水

産省国際農林水産業センターからの短期派

遣）によるものてある。

スス、｀廃鉱池はスズ鉱石を採掘したあとの池

てその周辺の一部はスズを選別したあとの砂

を大旦に廃棄した砂地となっている。池の周

りは一部（周囲の半分程度）が砂地てあり、

比較的遠浅の岸辺となっている。この述浅の

砂地の岸辺がアヒル飼養に恰好の場所として

利用されている。とくにケダ州イポー周辺（ク

アラルンプールから北へ約200km)に多い。池

の大きさは様々てあるが、実際にアヒルを飼

養している池は周囲数km-十数kmあり「湖」

といったはうがイメージ的には正しいかもし

れない。
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アヒ）レ飼投には、適切な給水施設（アヒル

が飲水てき、かつ頭部を水に没けることのて

きる水槽）さえあれば、遊水池は必要てはな

い。 しかし、アヒ）レヘのストレス、給水設値

の設茜四用などを考えると、遊泳池て‘飼養す

ることが望ましい。 また、アヒルの排泄物は

鶏に比べて水分が高•いのて‘衛生的な面を考慮

すると砂床が望ましい。砂地はアヒルが汚れ

ないという利点もある。その寇味ては乾燥し

た砂地のあるスズ廃鉱池はアヒルを飼育する

には理想的な場所といえる。加えて、これら

の池の周囲に人家はなく、池の水も飲料水と

しては利用されていない。これらのアヒ）レ飼

養に適した条件から、近年、スズ廃鉱池を利

用してアヒルを大規模に飼育する農場が多（

なっている。ちなみにスズ廃鉱池が多く分布

するのはペラ州や、セランゴール州などてあ

るが、なかてもペラ州イポー周辺が最も多い

今阿調査したペラ州イポー周辺の大規模ア

ヒ）レ飼養場（採卵アヒ）レ飼養場 lケ所、内ffl

アヒル飼養場 3ケ所）に共通する特徴を整理

すると、①大規校飼養（採卵アヒ）レ飼養場

70,000羽／場、松］用アヒ）レ飼養場5,000~

8,000羽／場）、②スズ廃鉱池（数km四方）利

用、③採卵用はカーキーキャンベル種、肉月

はチェリバレ一種、④池には魚が豊富に生息

⑤岸辺は砂地、⑥土地は貨借、⑦周囲に人家

はない、⑧アヒル専用ペレット配合飼料利用

（栄養索の安定供給、生産効率の向上）、⑨防

弄対策（庇陰樹、ネット、小屋）あり、⑩幹
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線道路へのアクセスが便利、⑪環境対策は特

に行われていないという 11点に要約てきた。

アヒルの大規模飼養は卵肉の効率的牛産の

ために有効な手段の一つてある 。マレーシア

におけるスス廃`鉱池は、このような大規模ア

ヒル飼養を行うために必要な立地、飼養環境、

労働力などの諸条件が揃っており、スズ廃鉱

（ 池を利用した大規模飼養は明らかにマレーシ

， アにおける今後の飼養形態の一つと位置付け

ることがてきる。

しかしながら、今後、マレーシアにおいて

これらの形態ての大規模飼養を持続的に行っ

t ていくためには環境汚染防止対策が必須不可

欠てあろう。甚本的には、池の浄化能力を超

えるような規模てのアヒル飼養は行わないこ

とてある。そのためには、いくつかの飼育池

をローテーションを組んて使用していくこと、

あるいは養魚場とのインテグレーションを組

んていくことも必要てあろう。池の浄化能力

を超えた飼養が池の水質汚染を確実に引き起

こしている事例を確認した。事前に適切な対

策を講ずることが、大規模集約的飼養の持続

的存続を可能とするものと思われるが、残念

ながら、現在マレーシアにおける国民の大気

汚染、水質汚染などの環境に対する関心は高

いとはいえない。アヒル農家においても池の

水質汚染に対して同様てあるとの感を受けた。

！ このような認識を改めることがまず必要なの

！ かもしれない。

また、大規模飼養における不可避の問題と

1!l して疾病の問題がある。 t地条件の良さもあ

i り、幸いにして現在は大きな問題とはなって

i、' いないが、一旦発生すると大きな経済的損失

t となることから、オールインオールアウトを

h 徹底し一定のクリーニング期間を確保するこ

方 と、池の面積に対して過度な飼養を行わない

合 こと、ワクチネーションの実施が必須てあろ

う。 しかし、現在ワクチンの製造はマレーシ

ァては行われておらず、品価てその使用は問

題が発牛したときに用いるという経営者の意

識にも改善すべき点があると思われる。

束南アジアの人口は現在およそ22億人、そ

のなかてアヒル（肉）の年間消費旦はわずか

8億羽にすぎない。アヒル肉の潜在消費能力

は大きいものがある 。環境対策および衛生対

策が実施されれば、マレーシアにおけるスス‘

廃鉱池を利用した肉用および採卵用アヒルの

大規模飼養は、生産物の着実な増加と相まっ

てマレーシアにおけるアヒル飼養の今後の発

展方向の一つとして確実に定着するものと思

われる。

謝辞

今回の調査に当たっては、国際農林水産業

研究センターからマレーシアに駐在しておら

れる小坂清巳氏およびC.P.Seet氏、前琉球大

学教授の古田賢治氏、禽畜栄養顧問Yeong

Shue Woh氏、マレーシア獣医研究所 (VRI)

のPeter氏を始め多くの方々に：：-協力をいた

だいた。ここに深く感謝する。

臼
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はじめに

近年、人の食生活を取りまく環境は激し（

変化している。相次ぐ自由化や規制緩和なt
て多種多様な畜産物が世界各国から短期間て

わが国に輸人される時代となっている。畜倍

物の国際的流通を背景に、消伐者の求めるt
品は安全て‘、品竹の高いものへとその慈識ヵ・

変わってきている。とくに、社会的パニック

を引き起こした病原性大腸歯〇ー157や、サ）し

モネラに汚染された卵やその加工品に起因 l

たと思われる食中苺の急増など、畜産物に起

困した食中海の発生はわが国ばかりてなく、

世界的にも増加の傾向にある。

こうしたなかて、衛生的て高品質な食品を

製造し、流通させるため、合理的に計画され

た日常の自主的な衛生・品質管理が重要とな

る。このため最近、衛牛・品質管理方式とし

て国際的にHACCP(旦azardAnalysis~riti 

cal Control foint : 危害分析重要管理点）方

式が活用されている。わが国ては平成 7年5

月に食品衛生法が改正され、翌 8年 5月から

HACCPシステムを取り入れた「総合衛生管

理製造過程」と呼称する衛生管理法を承認舟l

度として導入した。さらに同年12月25日、と

畜場法施行規則の一部を改止した。これは病

原性大腸菌0-157対策て｀急がれていた食肉処

理の衛生管理について、 HACCP方式の考i

方を導入して、法律て義務規定を打ち出そう

とする意図て、平成 9年 4月 1日から施行さ

れる。

国際的にはすてに、米国、カナダ、 EUなど

ては法的強制力のある HACCPシステムによ

る多方面にわたる衛生規制が実施されつつあ

る。今後は、加t畜産物の原材料を供給する

生産現場に対しても、安全て高品質な畜産物

を供給するための衛生管理体制が求められて

J
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Lヽる。

1. HACCP方式とは

HACCP方式とは前述したように Hazard

Analysis Critical Control Point Systemの

略称て、食品の危『苔分析 (HA)・重要管理点

(CCP)の 2つの部分から成っている。食品

の原材料の生産から始まり、製造・加[、保

ィt、流通を経て最終泊伐者の手に渡るまての

各段階て発生するおそれのある微生物等の危

害について調企し、危省を防除するための監

視を行うことにより、食品の安全性、健全性

および品1rを確保するための計画的な監視方

式てある。

この方式は決して新しい発想てはなくその

起源は、 1960年代に米国て‘宇宙開発計画が推

進されるなか、宇宙食の高度な安全性を確保

するための手段として航空宇宙局 (NASA)

等を中心とした産‘肖合同のフ°ロジェクトによ

り開発された衛生管理方式てある。このシス

テムは枇界各国の食品衛生の専門家達から高

い評価を受けた。その後、米国においては1994

年に食品医薬品局 (FDA)から魚介類の加工

・輸入時の安全性確保のために、 また1995年

には米国展務省食品安全局 (FSIS) から牛

肉、窺肉に関する HACCPの祁入が提案され

t・ 
- 0 

この方式は安令な食品の生産を確保するた

めの予防システムてあり、生産の場から食卓

に至る食品の生産過程に対して技術的、科学

的な原理を常識的に適用することを甚本とし

ている。

2. HACCPの適用範囲

HACCP方式は、古初宇宙食の安全性確保、

殊に病原微生物対策を目標に開発された管理

方式てある。しかし、食品に起因するいろい

一

ろな布＇科性・危険性のなかには病原微生物や

その布宙生産物や代謝咲物のほかに、残留混

薬など化学性残留物、物理的哭物の汚染の問

題に加えて、原材料、製造丁程、貯蔵条件や

配送システム守に由来する危布の問題などの

管理制御にも適用し得るものてあり、言い換

えれば、 HACCP方式は食品の生産の初期段

階から製造・加T.r牙且を経て、最終消野に手

るまて一貫した安全確保対策として適用て‘｀き

る管理方式てある。

いっほう、 1995年にFAO/WHO国際食品規

格委員会 (CODEX委員会）において「食肉の

取り扱い規範」の決議・勧告がなされた。こ

の規範ては、従来から議論されてきた食肉衛

牛検査段階以降の安令性確保に加え、生産段

階における安全性確保対策が次のように盛り

込まれている。

①牛産段階におけるモニタリング・サーベイ

検査体制の整備

②食肉衛生検査成績を活用した生産段階にお

ける安全性確保対策の推進

③家畜疾病の撲滅対策の実施による家畜の健

康と食肉の安全性確保対策を行政府が整備

推進

④医槃品等化学物質が食肉中に残留しないよ

うコントロールする体制を行政府が整備推

進

⑤食品の生産段階の全てにおける HACCP方

式を用いた衛牛監視体制を行政府が整備推

進

⑥出荷時の獣医師による衛生検査の実施

このように、 CODEX委員会ては、食肉衛生

検査に入る前の段階てある家畜の生産現場に

おいて、家畜に関する安全性を保証したうえ

て出荷することを求め、このHACCP方式の

導入を推奨 ・勧告しており、わが国において

も、目下行政的 ・研究的な対応のための調査
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・検討がが行われている最中てある。

3. HACCPシステムを
実施する適用手順

その実施にあたっては開発に先だって行う

6段階の手順、実行に当たっての 7つの原則

など（図 1)、安全性を客親的に実証するため

詳細なガイドラインが国際的にも設けられて

1 I 
2 [ 

3 I 

4C二

HACCPチームの設置

↓ 
製品に関ーする記述

I 
意図する角途の情認

I 
フローダイアグラムの作成

I 

．賣

s.[ フローダイアグラムについての現場検証

6.1 各工程に関係する全ての；害を確認して表に示し、
それら危害を制御するための防止措置を考えること

工程 確認された危害 防止措置 (PM)

憧生物学的
化学的

物理的

7. 

賣問1

質問2

質問3.

質問4

危害が確認された各工程ごとにCCPの判断図を
遍用すること （順を追って質問に答えること）

確認された危害に対する防止措置はあるか？

↓ ↓ ↑ 

Y『安全のため1ここの段議制舞二：？た竺の変:r.
No―→ CCPではない

この工程は発生する恐れのある危害を除去または許容
レペルまで低下させるために特に設計されたものか？

i。
↓ 

確認された危害が許容レベルをこえるか、
または隅度をこえて増加する可能性があるのか？

↓ ↓ 
Yes No • CCPではない→中止・
↓ ↓ 

以降の工程は、確認された危害を排除または
許容レペルまで低下させるか？

↓ 
Yes J。
↓ 

CCPではない中止・

中止・

Yes 

CCP 

・記載された工程において次の確認された被害に進める

1 
a. I 
, 1 

各CCPにおける管理基準の設定

I 
各CCPに対する監視方式の設定

I 
10. [ 逸脱発生時に取るぺき修正措置の決定

I 
11. I 検証方式の設定

I 
12.1 12録保存および文書作成要領の設定

図 1 FAO/WHOのガイドラインによるHACCP方式適用の手順
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いるが、碁本的な考え方は、「食品の生産から

消費に至る一連の過程において、危~-t;の原因

となり得るすべて分野を特定（危害評価：

HA)し、その発牛を防止するための管理手続

き（重要管理点： CCP) を定めて、これを監

視する」ことてあり、牛産者みずからがこれ

を実証することにより、牛産物に対する責任

に関して安全性を立証することが出米るとさ

れている。

家畜の生産分野て‘はうならば、①飼養の全

段階について病原体等により危害が発牛する

恐れのある作業や管理のすべてを調査・分析

し、②その危害防止のためにはどの段階て‘ど

のような対策を講じれば危害を避けられるか

という管理点をあらかじめ定め、この対策（作

業）を日常的に実行するとともに、さらに、

③その追守状況を常にモニタリングすること

により、健康な家畜の飼養＝安全な斎産物の

生産という結論を導き出すことになる。畜産

現場においてHACCP計画を実施するには図

1の手順と原則がすべて満たされていること

が絶対条件となる。

1) HACCPシステムと一般的衛生管理事

項

HACCPシステムの＃入にあたっては、 f 

め衛生的な環境を確保しておくことが必須条

件となる。一般的衛生管埋事項(Prerequisite

Program ; PP)とはHACCPシステムによる

衛生管理の基礎として整備しておくべき衛生

管理プログラムのことて、施設設備の衛生管

理、機械器具の保守点検、従業員の衛生教育

等の衛生管理に関わる一般事項がこの対象と

なる。このプログラムは、米国のGMP(Good

Manufacturing Practice ; 適正製造碁準）に

相当するものて、 HACCPプランを効果的に

機能させるための前提となるプログラムてあ

る。

HACCPシステムにおいてCCPの数がー定

以上に多くなると、実質的に効率．効果的な

管理は出来ないとされている。 CCPは数個多

くとも 10個まてがよいといわれ、そのために

はPPにより HACCPモデルは簡略化され、

CCPの設定数を最小限度に留めることがて‘

き、効率、効果的なCCP管理が出米る。

2)手順について

この実施の手順について、家斎の生産、 と

くに産卵鶏ての導入を例にとって説明する。

手順 lから 5まては 7つの原則を実施する

前提条件て、手順 1は、実行チームの設定て‘

ある。まずHACCP計画を作成して、原則に沿

ってすべてを運営する統括実行チームを設罹

する。チームのメンバーとしては、農場等の

最高責任者や、業務を直接担当する責任者、

それに微生物あるいは公衆衛牛の幅広い知識

を有した家斎保健衛生所職員等による外部か

らの専門家によって構成される。手順 2は製

品情報の記述てある。牛、豚、賠、鶏卵など

対象とする動物の特性を考慮に入れて、人畜

共通伝染病の感染経路や、ネス｀ミ、昆虫など

の係わりについて、可能なかぎり情報を収集

して記録する。文献調査も重要となる。手順

3は意図する用途の確認てある。畜産物の受

入れ側てある「食肉処理場」、「食島処理場」、

「流通業者」等の要望に応える必要がある。

手順 4は工程図（フローダイヤグラム）の作

成てある。索畜、索ヒナの搬入から出荷まて‘

順を追って作業工程一乾を作成する。ここに

は実例として東京食糧安全研究所の茶園氏が

作成した鶏卵のフローダイヤグラムを示した

（表 1)。検疫→原種鶏場→種鶏場→孵化場→

養鶏場→GPセンターまて一覧にしたものて‘

ある。「危害」の事例としてサルモネラを取り

あげ、その予防手段をそれぞれ示した。検疫

• 原種鶏場・種鶏場・孵卵場・養鶏場、いず
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表1 鶏雛生産工程と危害(SE)除去の事例（フローダイヤク＇ラム）
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ほ）予防手段(CCP):綿密な危害分折により決定

(85℃以下）

（茶園・原図）

れも [11]じだが雛の受人れ前に屯要なチェック

事項がある。入雛前のチェックの 1は、受入

れ側の農場汚染、飼料汚染、 S.Enteritidis 

(SE)のベクターとなる「ネズ｀ミ」「害虫」の

対策てある。なかても飼料汚染は、家畜だけ

てなく雀産物を介して人への影響が危惧され

る。米国ては飼料の製造段階においても

HACCPシステムの＃入を検討しはじめてい

る。入雛前チェックの 2は袢人時の対策てあ

る。垂伯感染を防止するため「森入ヒナの村

染チェック」がある。チェック 3は水平感染

の防止てさらに種鶏ては種卵の卵殻沿染があ

る。表 1には考えられる対策がポしてあるが

これが危＇古分析の実施結呆てはない。

HACCPては危害一つ一つ分析して盾要管珂

点を設定してCCPを決定しなければならな

い。了順 5は現場検証てある。 HACCPの実行

チームは、常にフローダイヤグラムが正しく

述用されているかどうかを実際の視場て確立

して、実梢にあっていない時には絶えず修正

する必要がある。

3)原則について

つぎに 7つの原則を説明をする。

原則 1. 危害分析（図 1の 6番目）：「危害

分析」を行う。軍大な危害をもたらす要因が

発生するスッテプをリストにし、発生を防ぐ

ためにとり得る手段を記述する。危専分析お

よびそれに伴う予防措罹を兄きわめることは

第一に頂要な危害要因とその f防措四を明ら

かにする。第 2に、分析の結果を利用して、

安全性をさらに高め、改善するためにプロ七

ス穿を変更することがてきる。第 3には、分

析は原則 2のCCP決定の基礎となる。これが

原則 1の適用てある。 SEが「対象危'8」の拷

合、垂直汚染の確認のために「索ひな」のチ

ェックが屯要となる。さらに受人側の店場杓

染、飼料の沿染、飲水汚染など多面的な危害

分析を行い併せて防除手段について検討する

たとえば、孵卵場をターゲットに選んだ場合

「種卵」から「初生ひな」を出荷するまての

各工程て、綿密な実験計画により統計学的に

根拠のあるサンプリング法により敢終の「中Jl

生ひな」に影響を及ぱす要因を分析して、柑
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染原因てある病原菌やその種類、その分布、

汚染源、さらには徴1-t::物の増殖や死滅など各

段階のそれぞれについて微生物検介を実施し

て、その前要性をランクづけする。農場の場

合も同様てある。サルモネラの場合、親痢か

らひなへとたての感染が知られているのて｀、

索ヒナ袢人の際には検査による監視がin.要と

なる。「危害のri平価」についてはあくまても定

梵的てあることが軍要てある。

原則 2.CCPの決定：フロセスの中のCCP

を明らかにすることてある。 CCPとは危',!;:要

因を防止、排除あるいは許容水準まて下げる

ことが必要なすべての点にある。各々のCCP

を決定するには、 CCP決定系統樹（図 1 7) 

を用いる。例えば、特定の微牛物学的病原因

fを殺滅するように時間と温度が設定された

特定の加熱プロセスはCCPてある。また危険

な微生物が増殖するのを防ぐに必要な冷I祓、

品索の生成を防ぐに必要なpHに食品を調整

する作業もまたCCPてある。例えば、孵化場

の危布分析ては、それぞれの段階（貯卵*・

セッター、鑑別室）において徴牛物危害およ

び予防手段が明らかにされた後、これを監視、

制御する箇所、すなわち、 CCPを工程一院図

に沿って設定する。その設定が正しいかどう

か、「CCP」てあるかどうか亜要な決定をす

る。その決定は、 CCP決定系統樹の 4つの質

問からなる決迩方向図の手順に従って行うこ

とになる。

原則 3.管理甚準の設定：決定されたCCP

について f-防拮四のために管理碁準（許容限

界）を設定することてある。各々のCCPにお

いては、危害を f防、排除あるいは許容水準

まて‘ドげることを保証するために適切にコン

トロールすべき、いくつかの予防措置がイ千在

する。 ~'f容限界は温度、時間、物理的性質、

湿度、水分蘭、水分活性、 i滴定酸度、塩濃度、

有効塩索、枯｝文、保存剤などによって設定さ

れる。許容限界の1直は、規制基準、ガイドラ

イン、文献調査、実験研究や •,'Hrl 家からの情

報によって引き出せる。

原則 4.モニタリングの設定：各CCPの甚

準について、規定した方法に従って測定また

は観察によるモニタリングを行う。モニタリ

ングの結果を用いてプロセスを調整し、コン

トロールを維持する方法を確寸する。モニタ

リングとはCCPがコントロールされている

かどうかを評価し、将来、検証に用いるため

の正確な記録のために計画された一連の観察

あるいは損1]定てある。もしプロセスが適当に

コントロールされず、逸脱が起きるならば、

安全てない畜産物が作られるかも知れないの

て、モニタリングの）j法は効果的てなければ

ならない。理想的にはモニタリングは連続的

に、切れHなく行われるべきてある。連続的

モニタリングは各種の物理的、科学的な方法

て達成てきる。モニタリングの多くは迅速性

が要求されるのて..、微生物学的検査は時間の

点て、効果的てない。視北・検森、温度、時間、

pH、水分含鼠などがある。

原則 5.改善措沼の設定：各CC1において

管理括準からの逸脱が認められた際にとるべ

き改善措酒を設定し、マニュアル化しておく。

甚準から外れた原因を條正・足正してCCPが

コントロールされていることを確実にし、取

られた是正措置を記録に残すことなどてある。

原則 6.検証方法の設定： HACCPシステ

ムが正しく働いていることを検証する方法を

確立することてある。このために、あらかじ

め検証の範囲、頻度および検証が必要となる

場合やその手順などを決めておく。屯な検証

活動としては、システム全体が効果的に機能

しているか、各CCPは管理下にあるか、管理

甚準は適当か、管理甚準から逸脱した場合の
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家畜等の取り扱いなどてある。このような検

証は農家独自におこなうほか、家畜保健衛生

所等の機関による客観的評価も有効てある。

原則 7. 記録保存及び文書作成規定の設

定： HACCPシステムを文書に残すために効

果的な記録の付け方を確立することてある。

承認されたHACCP計画およびそれに付随す

る記録はその施設にファイルしておかなけれ

ばならない。一般的には図 2に示したような

記録をプロセスの段階こーとに記録する。

以上、 HACCPシステムを砕入するにあた

って必要な手順• 原則を述べた。重要なこと

はHACCP計画を作成する段階ては、運用の

事前段階として微生物等の汚染実態や汚染源

の把握および増殖や死滅など挙動実験を含む

詳細な微生物検査やデーターが必須てある。

またこのシステムが効果的に運用・実施され

ているかどうかの検証にあたっては微生物検

査等が必要となってくる。

4. 家畜の生産段階におけるHACCP
システム導入の問題点

HACCPシステムは、本来食品の衛生品質

管理のための手法として開発 ・活用されてき

た。食品製造におけるHACCP導入と畜産農

家ての導入とてはその実施に至るまての工程

はかなり異なり、食品製造ては原料から製品

出荷まての期間は短いが、家畜生産ては数カ

月から数年と長期間に及ぶ。また食品製造て‘

は外部から遮断された閉鎖環境て、環境制御

が人為的に行える場所ての導入てあるが、畜

産農家ては開放的な環境の導入てあり、その

導入には困難さがつきまとう。このようなな

か、海外からはHACCP導入製品が輸入され

ることが予想され、我が国の生産農家ても

HACCPシステムを工夫して導入することが

必要となる。

家畜の生産段階における HACCPシステム

てはこれまて述べてきたように、家畜そのも

のの伝染病というよりはむしろ、人の食品籍

生と深く関係する食中毒の原因微生物が問題

となる。 とくに、ここ数年米、サルモネラ I:

汚染された卵及びその加工品に起因したと息

われる食中毒が急増している。また、猛威を

ふるった病原性大腸菌 (0157: H7)による人

の食中毒は、その感染経路がはっきりしてい

ないが、先年米国て集団発生した本菌による

食中毒ては、その原因食品として汚染牛肉(}

いては保菌牛の存在が汚染源の一つとして問

題視されたことから、今回のわが国の例て,b 

牛ての保菌が指摘されている。

1952年、 WHOの専門委員会は「脊椎動物と

人との間て自然に伝播するすべての疾病と感

染」をス‘‘ーノーシス（人畜共通感染症） と定

義し、前述した細菌性食中毒も含まれるとし

た。ズーノーシスては当面はサルモネラ、病

原性大腸菌、キャンピロバクター、 リステリ

アといった家畜が汚染源になっている食中蒋

原因菌に関する研究が中心となる。しかし、

これらのほとんどの原因菌は家畜自身は菌の

感染を受けても多くの場合発病せず、これら

の菌を正常菌叢として位置付けていることも

ある。このような病原体を、いかに迅速かつ

正確に診断する方法を開発するのか、さら I:

的確な予防法を確立するのか等、容易に解決

出来ない分野てあるが、人との係わりが深い

だけに、是非究明しなければならない。

（平成 8年度畜試問題別研究会）

（編集事務局付記：

本誌492号 (1996.5) HACCP特集参照）
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国廉協力情親

マラウイの養鶏および飼料事肩
石尾佐代（いしおさよ）

茨城県農林水産部畜産鰈

1995年 7月中旬から 2年間、行年海外協力

隊平成 7年度 1次隊養賠隊員として、マラウ

ィて活動する機会を得たのて、同国の蓑甥事

情等について報告する。

マラウイは、アフリカ大陸の南束部に位濯

しタンザニア、モザンビーク、ザンビアに囲

まれた南北に細長い内陸国て‘ある。人 lJは

11,500千人 (SAFARA MAGAZINE 1996)、

国土面積は日本の約1/3(118,000畑）て、 1/5

はマラウイ湖が占めている。

熱帯サバンナ気候に属するが、国上のはと

んどが標高千メートル前後にあり、年間の月

平均最高気温は10~11月て・22℃、最低気温は

7月て16℃程度、雨期は11~3月て、そのは

かは乾燥しており一年中湿度も低くしのぎや

すい。

展作物は作付け面積の多い順にメイズ、豆

(phaseolous bean)、たばこ、落花生、はと

豆 (pegionpeas)、キャッサバ、ソルガム、

カウヒ°ー、綿花、米となっている。

家畜の飼養頭羽数の状況は、鶏 l千 4百万

羽、牛81万 4千頭、羊10万頭、山羊94万2千

頭、豚30万頭程度てある。

通貨の交換レートはおよそ lkw(クワッチ

ャ） =6.7円てある (1995年）。マラウイ人 1

人当たり年間 6袋を消費するとされている主

食てあるメイズの価格は、 1袋150kw/50kg

てマラウイの公務員の最低貨金は、 400kwと

なっている。

1 • 養鶏の概要

1997年 2月マラウイ国農業省の養鶏に関す

る統計数値を参考にマラウイの養賠について

報告をする。

マラウイにおいては憩肉が最も 1-.等な食品

てあり、かつ最も一般的な食品てある。ロー

カルレストランても主食てあるシマ（メイズ｀

の粉をだんご状に練ったもの）に競肉を添え

たメニューが必ずあり、牛肉、魚、豆等との

組み合わせよりも高い値段となっている。「好

きな食べ物は？」という問いかけにマラウイ

人のはとんどは「鶏肉」と答える。

料理方法は内臓を除いたものを骨こ→とぶつ

切りにし、たっぷりの油、玉葱、 トマトて‘煮

て、塩て味付けする。内臓はもちろん頭も足

も爪の先まて食する。プライベートの養賠場

から頭や足のみを仕入れて料理し、街頭て売

っている人もいる。

マラウイ政府は農村における人々の蛋白質

摂取旦を伸ばすことを目的に、 3ヶ所（北部

・チョマ、中部・プエンバ、南部・ミコロン

ゲ）に政府農場を設置し、雛を生産し安価て‘

販売している。鶏種は卵肉兼用種のプラック

オーストラロープ（以下BAと略す）てある。

良好な飼養環境下ては雄て体重1.52kgになり、

雌は年間180-200個の卵を産む。農村ては、
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野鶏に似た小型の産卵数も少ない鶏（ローカ

）レ種）が庭先に放し飼いにされている。政府

はこれらの類と BAを交配させ、産卵産肉性

を向」•させることを進めている。政府裳場てゞ

は年間約500-650千羽の雛を煤村の粗放的哀

境にも耐えられるように 6週齢まて‘飼育し、

l羽15kwて肱隣している。

マラウイには政府農場の他に 4つのプライ

ベートの雛生産会社 (CharlesStewart, Oli-

kana Farms, Central Poultry, Valley 

Chicks)があり、政府の報告ては1995年には

プロイラー650千羽、レイヤー200-210千羽が

生産された。

なお、大規模雛生産会社のCharlesStewart 

Dayold Chicks Ltdては、 4,200千羽の牛産を

していると報告している。このためマラウイ

国内の雛生産数は、政府報告よりも多い約

15,000千羽程度と考えられる。

国内ての年間鶉肉生産祉は1,500トンて＼輸

入されたものが2,800トンてあったのて、農村

の生産鼠を加えると、約4,500トンの窺肉が消

費されたことになる。従って国民一人当たり

の痢肉消貨址は390g程度と思われる。アフリ

カ諸国の平均が3,101g、世界の平均7,964g

(WORLD POULTRY No 9, 95)と比べる

と非常に少ないことがわかる。

冷蔵庫などの保存設備が貧弱てあるために、

蛸肉はほとんど生きた形て流通している。し

かしながら生きた状態を兄て朗を選べること

て、①病鶏を避けることがてきる ②屠殺し

てすぐ新鮮な美味しい肉を食することがてき

るという利点もある。

鶏は竹て作られたかこぐに 6-7羽入れられ、

自転単や車の荷台に乗せて運ばれる。生きた

痢が足をひもて縛られて、そのままバスに乗

せられているのもよく兄かける。また街のス

ーパーマーケットには、プライベートファー
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ムて生産されたものや輸入されtご鶏肉が、内

臓を中抜きにした状態て冷凍てう'i:られている

マーケット（野外市場）て買える生きた閲

は 1羽80kw、中抜き肉は 1kg55kw程てある

もも肉、胸肉などのように部分肉て売られる

ことはない。

プライベートファームてはレイヤー Ii

BylineとShaver、プロイラーはShaverstor

broとIndianRierを扱っている。

大規校な採卵震場から小塁家まて‘含めて、

年間の鶏卵の国内総生産数は、 80,000千個て

あった。また7,000~8, 000千個の鶏卵が輸入

されている。従って国内の競卵泊費数は、年

間一人当たり約 8個ということになる。

卵の価格は 1個 2kw~て、卵売りはプライ

ベートファームて仕入れた卵を紙のトレーI:

のせ、数卜段重ねて自転車てまたは頭に乗せ

て街へ運び、路 I--.て‘ばら売りて売っている

6個入りのケースにつめられたものを、スー

パーマーケットて購入することも可能てある

これは少し価格が高いが、すぐに売れてしi

い無いことが多い。

バス停にはゆてたまごが 1個2.5kw~てょ

く売られている。

飼料の60%を占めるメイズは臼色とうもみ

こしてあるために、卵黄の色がやや臼いが、

特に気にはしていないようてある。

賤肉及び卵の需要はクリスマスの頃にヒ°―

クを迎え、どの家庭ても年に一度の：：：・ちそう

のために鶏肉や卵を用意する。この時期のみ

に需要が偏っているようて、そのため街頭や

マーケットて、競肉や卵を見つけるのは難し

くなる。

2 • 農村における鶏の飼育

マラウイは全経済の85%以上、 GDPの43

％、輸出の90%以上を農業が占める国て‘ある
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ため、国民のほとんどが農業に従事している 。

その90%が小規模農家て 1haに満たない土地

て、自給用のメイズさえも収穫てきない農家

も含まれている。家畜はやや豊かな農家が所

有している。

およそ半分の農家が自家消費を目的に 5-

6羽の鶏を飼っている。鵠舎は無く、日中は

垣根もない庭に放され、夜間は台所の隅など

に収容される。餌は庭にこばれ落ちたメイズ

や菜っぱを勝手に食べさせており、配合飼料

は市販されているが、高価て‘あるためにはと

んど与えていない。

政府農場て販売している BAとの交配によ

るローカル種の産肉産卵能力の向上は、道端

て見られる鶏からは徐々にてはあるが進んて‘

いると思われた。

問題となっている鶏病は、ニューカッスル

病、ガンボロ病およびコクシジウム症てある

が、ワクチネーションはほとんどされていな

いため、容易に発病し、広まる。死亡鶉数は

コクシジウムによるものが最も多いようてあ

る。

配合飼料やワクチン等を購入する資本的な

余裕ははとんど無く、農村における飼育指溝、

普及活動は遅れているのて‘‘、状況の改善は大

変難しいと思われた。

最近ジンバプエと南アフリカから、野菜や

卵や鶏肉が安く輸入されるよう ．なっている。

これにより商品の流通量が増え品物が安価に

手にはいるようになる一方、小規模農家の収

人源を危うくするものと心配されている。

3. 飼料概要

1997年 5月に、飼料会社 4社 (RabProces-

sors Ltd, National Stockfeeds Millers, 

Mbado Enterprise, Classey)の訪問と市場調

，. 査を行った。その概要は次のとおりてある。

_, 

マラウイには 2、 3の大規模飼料会社と、

その千分の一以下程度の規模の飼料会社が十

軒はどある。はとんどの会社は旧首都のプラ

ンタイヤに集中して立地しており、これはモ

ザンビークやジンバプエから飼料原料を陸路

て輸入することや、ブランタイヤに多くのエ

場が集まっているため、さらに他産業から副

産物を得るのに有利てあるからと考えられる。

ほとんどの飼料会社は最近になって設立され、

急激に売り上げを伸ばしている。これは最大

規模の穀物取扱会社「Grainand Milling 

Company」が1995年に飼料部門の営業を中止

したためてあると思われる。飼料は都市周辺

の裕福な農家て‘‘主に使用されており、年間生

産籠は620千トンと推測される。

飼料が購入てきない場合、鶏の飼料として、

メイズもしくはミッレトとメイズ粕と豆類を

等拭ずつ混ぜたものに、卵殻を強化するため

に石灰、カタツムリの殻、骨粉を加えたもの

を与えるように政府て指導している。これは

日中に鶏が昆虫や植物の種、緑の草を自由に

取れることを前提としている。

このように適切な配合飼料が与えられてい

ないことて、鶏の産肉産卵能力が十分に引き

出せないという状況にある。

配合飼料の原料として、メイズ、メイズ粕、

小麦殻、はと豆、ひまわり種、大豆、小麦粕、

メイズ屑、綿花種、石灰、糖蜜、魚粉、骨肉

表1 配合飼料の価格及びCP-含量 単位： Kw/SOkg(CP) 

A 社 B 社 C 社 D 社 平均臼格

kw(CP) kw(CP) kw(CP) kw(CP) kw 

＇子牛用 246. 70(16.5) 175(18) 150 190,6 

’乳牛用 233.5(16.5) 165(17) 140(15. 7) 179.s I 
肉牛用 233.5(13) 155(14.5) 194.3 

：幼雛用 346. 70(18.5) 280(19.5) 245(19.2) 285(20) 289.2 I 

i産卵鶏用 293.50(17) 260(16.5) 260(15.2) 275(17 .5) 272.1 I 

育成用 286. 70(18) 250(16.5) 200(15.2) 200(15.5) 234.2 I I 

げロイう噸月 373.50(22.5) 300(21.5) 310(19.2) 295(21) 319.6 

プaィぅー後月 346. 70(21.5) 280(18.5) 280(18.2) 300(21) 301. 7 
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粉、血粉、 リン酸カルシウム、塩、プレミ ッ

クスが使われているが、このうち魚粉のほと

んどは南アフリカから輸入している 。マラウ

イ湖て｀獲れる国内産のものは高価て (23Kw/

kg)骨肉粉 (14Kw/kg)や血粉 (15Kw/kg)

て代用しているところもある 。 リン酸カルシ

ウムおよびプレミ ックスはジンバプエや南ア

フリカから輸入している 。

大規模飼料会社の一つては、旋痢飼料の原

科をジンバブエから輸入し、会社内ては配合

のみを行うようにしている例もあった。

国内全域にチェーンの店舗を持つスーパー

マーケット (PTC,Kandodo, Cipiku) に常

に製品を卸しているのは、 3社 (Rab.,Agri 

Mart, J&M)てあった。各社の広告宣伝は新

聞やラジオや看板を使っているが、主に人づ

てて‘顧客を集めている。小規模飼料会社ては

市場（顧客）の確保が問題となっていた。

飼料会社の責任者に、国の農業省を退職し

た人が就任している例が多く、大規模飼料会

社は家畜の飼育方法や、家畜舎、家畜の病気

などの相談にも答えるなど、家畜の飼育杵及

表2 負料原料の使用頻度及び配合例 単位： (kg/t) 

乳牛用 頻度 配合例 鶏育雛用 頻度 配合例

会社 紺t 紺t ！ 会社 Kg/t Kg/I 
) メイズ . 4 245 200 

＇ メイズ粕 4 350 100 メイズ粕 4 320 145 
小麦粕 4 375 200 小麦粕 2 250 
はと豆 4 150 200 はと豆 3 100 

，小麦殻 I 350 小麦殻 I 

＇ 綿花種 2 115 綿花種 I 150 
大豆 2 大豆 2 50 
ひまわり種 3 100 ひまわり種 4 80 125 

tメイズ屑 I 

，糖蜜 I 
I 

I 魚粉 4 40 50 

＇ ( 骨肉粉 3 84 

！ ")加Jしンウム

血粉 2 20 
4 6 6 1f/勤）いノウム 4 4 4 I 

＇石灰 4 16 20 石灰 4 16 I I 

1塩 4 8 7.5 塩 4 2 2.5 
iプレミックス 2 2 2.5 プレミックス 4 2 j 2.5 

46 

にも力を人れている 。

飼料会社における共通の問題として、

① 国全体の屯力供給機閲 (ESCOM)が廊

の停心がしばしばあり、飼料粉砕器や混合t
等の機械が止まってしまい牛産がてきなく I,

ってしまうこと 。

② 飼料の原材料が人の食物と競合してし；

っているため、さらにこれらの収穫が安定し

ていないため、飼料原料を集めるのが難し

ことがあげられる 。

大規模飼料会社ては製品の品質管理のが

の分析を 1玉1の研究機関に依穎しているが、し

析結果が出されるのが遅いことも問題となヽ

ている 。個人企業の活動は非常に活発てあi

近いうちに分析機関も独自に持つのてはなし

かと思、われる 。

マラウイての 2年間の協力隊活動て、オt合

や文化背穀の異なる国て働くこと、国際協t

の難しさを知った。このような中て自分のて

きることを模索し、後悔の無い活動をする：

とがてき、自分の小ささを知るとともに、月

分への自信を得ることがてきた。 このよう＇・

機会を与えてくださった職場をはじめ、支i

てくれたマラウイの人々、 JICA、多くの友人

に感謝します。
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島根県

ふれあい施設
を併設した

畜産試験場の

整備

仁島毅（にしま つよし）

島根県農林水産部畜産振興課

グラ ビアB頁

l . はじめに

島根県は、東西に細長く、その延長は約230

kmに及び、面積は6,627徊て,,、山地は日本海ま

て迫り、林野が県土の約 8割を占めており、

地形が急唆なため、山地は十分に利用されて

いません。気象条件は、山陰は雨が多く天気

が悪いというイメージが強いようて‘すが、平

均気温は瀬戸内と同程度てあり、降水量も H

本海側ては最も少なく、特に県西部は我が国

ても有数の日照時間の多い地域てす。

本県の畜産は、農業粗生産額約776億（平成

8年）のうち約357億円（全体の46%)を占め

る米について、約188億円 (24%)と農業の基

幹部門となっており、そのうち、乳用牛が35

％、肉用牛が33%、鶉が20%、豚が11%とな

っています。

しかしながら、最近の畜産を取り巻く経済

的社会環境は、小規模畜産農家の経営離脱、

畜産物価格の低迷、経営環境問題等により一

層厳しさが増しています。

このような状況の中、本県ては、平成12年

度を目標年次とした「ウルグアイ・ラウンド、

新食糧法関連農業農村アクションプログラ

ム」等に即し、生産性の向上及び低コスト生

産を通じ、畜産の安定的な継続、発展を図る

ための、緊急課題てある生産甚盤の整備・強

化、担い手の育成、生産 ・流通の合理化、価

格安定対策及び畜産環境保全対策等につとめ

るとともに、最近の狂牛病をはじめ、病原性

大腸菌0-157食中毒問題等、畜産物の安全性

の確保が今以上に要求されてきている中て、

多様化した消費者ニーズに対応した高品質・

安全 • 新鮮な畜産物の生産と供給を図るため、

特に以下の振興施策を図っております。

・「しまね和牛の里づくり」事業の推進

・経営体質の改善強化とゆとり創出
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・系統豚「いずも L」を活用した高品質肉豚

牛産の推進

・飼料基盤の造成整備と山林原野を活用した

放牧利用の推進

このような板典施策を技術的にバックアッ

プするために、畜産試験場を、 21tit紀に向け

た畜産技術開発を拠点施設として、また、イ

ンターネットを利用した畜産技術情報提供の

システム整備等、畜産閲係者の要望に卜分対

応てきるように、全面的に整備を行ってきま

した。また、県民の畜産に対する理解を 一府

深めていただくために、「畜産ふれあい施設」

を新たに併設しました。そして、平成 9年11

月全ての工事が終了し、盛大に竣工式を迎え

ることがてきました。そこて、今回はこの畜

産試験場の概要について紹介します。

2. 島根県立畜産試験場の概要

畜産試験場は、昭和39年に松江市にあった

島根県立種畜場を現在の出雲市に移転し島根

県t畜産試験場として設涸されました。

以来、 30年を経過した中、畜産技術が砧度

化に進む中て、施設・設備も老朽化し、 21世

紀に向かっての試験研究にふさわしい施設 ・

設備を有する畜産試験場に再編整備すること

が必要となりました。このため、昭和60年に

設罹された畜産試験場整備検討委員会におい

て施設の整備について検討され、昭和63年に

整備計画案が報告されました。平成 3年にこ

の報告を踏まえ、更に21世紀を展望した畜産

試験場に整備するため施設、機能に関する具

体的な検討を行い整備推進計画をとりまとめ、

平成 4年度から 5カ年をかけて全面的に整備

を行ってきました。

また、県民に開かれた施設として「畜産ふ

れあい施設」を併設し、畜産への理解をさら

に深めていくこととしています。
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今[111、整備された施設や、現在行っている

主な試験研究諜題について、各科こゞ とに説R,

します。

〈繁殖技術科〉

牒家が飼投している育種価の高い雌牛や、

畜産試験場がアメリカ、カナダから＃入して

飼育している、スーパー乳用牛から採卵、 t
理し畜産農家へ供給する受精卵供給施設が9

備されました。

Lな試験研究課題

• 黒毛和種供胚牛からの効率的胚採取技j,

に関する研究

・牛の細胞融合胚に関する研究

〈肉用牛科〉

種雄牛候補牛の能力を調査する間接検定牛

舎や、牛に与える環境を調査する飼養環境H

繁殖試験舎、肥育試験舎などが整備されまし

た。

主な試験研究諜題

・種雄牛別肥育特性解析試験

．傾斜地・林地資源を利用した特産肉牛生

産技術

〈酪農科〉

フリーストール、パーラーシステムの乳『

牛試験牛含が完成し、スーパ’一乳用牛も 5郎

袢入し、県内酪農家の牛群改良に貢献してし

ます。

上な試験研究課題

・TMR(完令混合飼料）の栄養水準制御i:

よる泌乳性向上に関する試験

・話泌乳遺伝能カフル発揮育成技術の確t

〈草地飼料科〉

本館棟には、脂溶性ビタミン、アミノ酸が

分析てきる液体クロマトグラフィーをはじめ

とする様々な分析機器が整備され、飼料の分

析が幅広くかつ迅速にてきるようになりまし

た。また、堆肥の発酵機械や、尿処理施設b
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整備され畜淮環境問題に対応することがてき

ます。さらに、放牧場が拡充され、中山間地

域の地形環培を活かした放牧を取り人れた規

模拡大、生産コストの低滅を図る試験が取り

紐まれています。

主な試験研究課題

• 在来野序利用による日本型草地の開発に

閲する研究

．傾斜地 ・林地資源を利用した特産l会］牛生

産技術

・家畜紫尿の処理と肥料化に関する試験

〈斐川分場〉

豚の試験研究を行う斐川分場は、車て15分

くらい離れた簸川郡斐川町にあり、今J11]は、

ここの整備は対象となっていません。ここて

は試験研究の外に、系統豚てある「イズモ L」

（ランドレース種）を利用したLW豚の供給

を行い、「イズモボーク」 (LWD)の銘柄確t

を行っています。

試験研究課題

・系統豚「イズモ L」の維持に関する試験

・ランドレース種の系統間交雑豚の利用試

験

・養豚における消臭肥育技術

3. ふれあい施設

広く一般県民の方々に家畜と親しみ、情操

教育に役立て、畜産に対する理解を深めてい

ただくために、新たにふれあい施設を整備し

ました。述足て‘訪れた地元の小学生や、休H

に家族て訪れた方々に、山羊や緬羊、 f牛や

子豚、馬や兎、鶉等とふれあいながら、楽し

んて‘いただいており ます。

おわりに

畜産試験場のある出雲市は、宍道湖西部の

平野に位沼し、日本て‘唯一の木造建築の出雲

ドームがあり、畜産試験場からの眺めは、す

ばらしいものてす。 また、近隣には緑結びの

神様がまつられている出雲大社、昨年多数の

銅鐸が出」：した、加茂岩倉追跡など観光スポ

ットがあります。

読者のみなさまにおかれても、このような

観光施設をご訪問いただき、宍道湖七珍（し

じみ、すずき、 しらうお、あまさぎ、 うなぎ、

もろけ口えび、 こい）をはじめとした、たくさ

んの特産品を味わっていただくことを期待し

ております。
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CNCPS(コーネル正陸炭
水化物・タンバク質シスプム）Il 梶川 博（かじかわひろし）

農林水産省畜産試験場栄養部

CNCPS (The Cornell Net Carbohydrate 

and Protein System for Evaluating Cattle 

Diets)は、米国コーネル大学 とニューヨーク

州て作成されている、肉牛と乳牛を対象とし

たエネルギーとタンパク質に関する 一種の飼

養標準てある。ただしNRC飼養標準が、実際

の家畜飼養マニュアルとして、簡便性や信頼

性を第一にする多分に経験的なシステムてあ

るのとは異なり、 CNCPSは栄養学上の最新

の学説とデータを取り込んだ、理論的かつ複

雑なシステムとなっている。 1990年に初版が、

また1994年に改訂版が出されたが、 ともにコ

ンピューター・ソフトウェアーとして機能す

る。現在、より広範な地域と研究勢力を巻き

込んだ新しいシステン (NCPS)も提案されて

いるが、基本的な概念は今まてのところ同一

てある。内容としては、通常の飼養標準と同

様に、エネルギーとタンパク質に関する要求

量と供給量の算出から成る。要求最の算定に

関しては、寒冷 ・暑熱等の環境条件による維

持エネルギー要求量の補正に特徴を示すもの

の、甚本的なアプローチはNRCゃARC飼養

標準と同一てある。いっぽう供給籠の算出に

関しては、飼料の利用を成分ごと、消化管部

位こゞとに解析的に算出するという点に新規性

を示す。まずエネルギーに関しては、ルーメ

ン内ての消化性に応じて飼料中炭水化物を 4

分画に分け、ルーメン内ての消化速度と通過

速度との比較からルーメン内て利用可能最、

およびそれを用いて合成される）レーメン微生

物量を各分画こゞとに算出する。この時の微生

50 

物合成旦の推定には、理論的に精密なピート

の式を採用している。そして合成された微生

物中およびJレーメンをエスケープした飼料片

の不消化炭水化物から糞中の炭水化物旦を算 1

出し、給与したものとの差から可消化な炭* )

化物旦を推定する 。正味エネルギー (NE)あ

るいは代謝エネルギー (ME)は、 この可消化

炭水化物贔から古典的な換算式を用いて算曲

しているが、近い将来にはJレーメン内VFA産

生籠の推定を通じたNEのダイレクトな算翡

が採用されることも予想される。いっぽう飼 I 

料中のタンパク質に関しても同様に、 Jレーメ

ン内の消化性に応じて 5分画に分け、各分酋

：：：'とにJレーメンての分解羅を算出し、エスケ

ープした飼料中タンパク質および微生物とし

て合成されたタンパク質から小腸における代

謝可能なタンパク質量を算定している。 1994

年版ては、この理論を10種類の各必須アミ）

酸に敷術し、代謝可能アミノ酸の要求量およ

び供給旦の算出を試みている。また各アミ）

酸の体内ての利用効率は、個々のアミノ酸i:

より異なった値を採用している。 CNCPSIふ

より精密て適応性の高い飼料給与システムを

めざす意味ては無視てきない存在てあるもの

の、入力項目が多すぎるといった点や、理詰

めのシステムが常に正しい数値を示すとは限

らないといった批判もある。

畜産技術 1998年 1月号
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一

1997/98年における粗粒穀物買

易の ,J,I初 f-illllは、 9l(iJjトンて‘

1996/97年の f・想をかなり J・.rulる

水準てある。個別品Hては、 トウ

モロコシ、大変、 ソルガムの同院

貿易は、それぞれ65、15、 6 n・Ji 

トンと(・想される 米同からの糸ll

粒投物粕出は、 1996/97年の水準か

ら幾分 I・.昇するとみられている。

ただし、大父と、ノルガムの愉出は

横辿いとなるのに対してトウモロ

コシの輸出は増加する兄通し。 !ti

米、中束、アジアからの記鉢的水

準もしくはそれに近い水準にとど

まるとみられている。

1997/98年産作物の多くがまだ

植え付けられていないにも,~わら

ず、枇界全体の粗粒救物泊伐址は

再び記鉢的水準に上昇しそうなた

め、 1997/98年産の生産は、 lit界的

に前年の記録的水準と l,i]筈とみら

れている。

1997/98年の価格因子は除いて、

粗粒投物の在坤水準は米国の増加

一
世界の粗粒穀物需給

率の影府を受け 3%しか増えない

とみられており、 1983/84年以来 4

番目に低い水準になりそうてある。

消費が伸びると f想されることか

ら、在血梨／梢四址の比率（在庫

率）はUSDAの統計から推測する

と、かなり低い水準になるとみら

れる。

Grain: World Markets and 

Trade (USDA, FAS, May 1997) 
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一
肉用牛の飼養動向
(9年8月時点）

1 . •j須文 9 年 8 月 I II現在の1女）月j

牛の飼投珀数は、 288.1)j叫て‘‘

Jiり{pf司其月に比べ、 0.3% (2. 9 fj 

頭）増加した。

2 . 内訳を兄ると、肉用種は177.3

ガ頭て'ttii年に比べ 2°/o滅少した。

これは、伽l浚者の高齢化、後絹

者不足等による・芥細な飼住行/(,j

を中心とした飼投中止や子取り

用めす牛の滅少があったためて・

ある

. }j、乳ftJ種は、 110.9/j頭て`

tiij年に比べ 4o, が増加した。 これ

は、 6年反期の猛衿の影押によ

る種付け時期の遅れ芥から 7年

後半以降に分娩された珀数が増

加したこと、また堅湖な枝肉価

格を反映し交雑種牛•生）発が培加

したことによる 。

3. l~JnJ種の f取りめす 'I"· は65.1

ガ頭て、 Jiij年に比べて 30,6澁

した。これは、零細な飼投}

多い中、 ,:';j齢化、後組名-1',t

から飼養を中 JI・.する経党があ

たためてある。

4 . ·f-成 9 年 2-7 月の l~I 用H

r,'I:~」遠砂St数は25.1 Jj~fiて、

年lnl期間並みとなった。

〇肉用牛飼養頭数の推移（全国）

実

年月 1鯰頭数

平.4.2 2,898 

8 2,920 

5.2 2,956 

8 2、975
6.2 2,971 

8 2,984 

7.2 2,965 

8 2,940 

おす

1,815 I, 163 652 

1,832 I、175 657 

1、868 I, 191 677 

1,886 I、185 701 

1,879 l, !94 685 

1,882 I, 183 699 

1,872 1,168 704 

1、857 I, 158 698 

147 677 

133 673 

竺＿＿ ご言二
乳用種 ．総頭数
T- I """1 

It 

1,083 

1,088 

1,088 

1,089 

1、092
I, 102 

1,093 

1,083 

103 

222 866 104 

232 856 102 

246 843'102 

249 843 101 

258 844 100 

255 838 100 

247 836 99 

231 846 98 

232 833 98 

8.2 I 2,901 I、824 I, 

s I 2、871 1,807 I、

9.: I :::~~: : 悶：：：；：：：；：：悶：：~~:~: I I~~ 
資料：農林水産省統計情報部「肉用牛の飼養動向（速報）」（以下同じ）

図 肉用牛の飼養頭数の推移

肉用種

（単位 ：千頭、％）

前年同月比n+!iL用種

計 めすおす 計「めすTぉす

105 104 106 IOI 97 102 

105 105 105 103 100 104 

103 102 104 IOI 105 99 

103 101 107 100 Ill 97 

101 100 IOI 100 107 99 

100 100 100 101 105 100 

100 98 103 100 102 99 

99 98 100 98 96 99 

97 98 96 99 91 IOI 

97 98 96 98 94 100 

98 97 98 100 111 96 

98 98 99 104 116 IOI 

110 (%! 

昭.63 平．元 2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

〇肉用種の月別分娩頭数（月間）

二it]~~正
52 

105 -= i 
100 

95 
7 8 ， 

（単位：千頭、％）

s I 6 7 平8.8 平9.2
~9.1 ~7 

46 I 44 45 231 251 

102.3 95.7 95.9 100.0 
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会員だより

山口県畜産技術協会

協会の概要

平成 2 年に（初缶産技術連盟が~t)畜）祖技術協

会へと改糾されたのに伴って、本県の技術述

盟も県職員のみの構成から輻広い畜産技術者

を加えた糾織への拡充を H指し、「山口県畜産

技術協会」へと改組してから今年て 7年日と

なりました。

発足時に、協会の業務内容が今まて‘‘以 r.に

技術向u関辿の事項が中心となることを考應

し、巾務局が県畜産課から岳産試験場へと移

されました。

畜産を取り巻く情勢が年々厳しくなる中、

届内きを抜きにした当協会への加人によって

「お互いが共に苦労し、発展させる畜産の仲

間」という認識の輪づくりも必要てあるとの

理解を斎産閲係者に項きながら「斎産技術」

誌等の付じ布による技術情報の提供、技術研修

会（地域斎産技術活性化特別対策・ド業）、総会

等の活動を地道に行ってきました。

お陰様て｀、発足当時の会員数は69名てした

が、現在は市町村職員や農協職員、関係団体

職員の加入によって、発足時の倍の123名まて

に拡充いたしました。

今後、会員にとって更に魅力ある＃業を行

い、一府の組織の拡充強化を図らねばと会長

（畜産試験場長）を中心として新規ギ業等の

企画を校索しているところてす。

山口県の畜産概況

平成 7年次の本県塁業粗生産額は1,066億

円（前年比91.6%)てあり、 うち斉産は233億

円（同104.8%)て全体の21.8%を占め、米に

次ぐ農業の碁幹部門として位置づけられてい

ます。

畜種別ては、災りが120億円([ri]l07.2°,o)、肉

用牛が54億円（同112.1%)、乳用牛が32億円

（同92.9%)、豚が26億円（同96.9%)、の順

となっています。

なお、平成 2年を100とした煤業生産指数て‘

みますと、賠卵が116.9肉用牛が105.8て'¥成

2年基準を上lnlっていますが、豚が74.4、生

乳が84.4と減少しています。

畜産振興の方向

訂；要の動向、国際化の進展、国内産地間競

争へ的確に対応し、畜産経常の健令な発展と

畜産物の安定供給を図るため、低コスト化と

邸品質化・安全性の確保を甚本として、牛産

性の向上による経営体質の強化と生産組織の

整備を屯点に、総合的に諸施策を推進し畜産

における地域活性化を推進することとしてい

ます。

推進上の重点施策は、次のとおりてす。

1. 畜産総合対策の推進

(1) 地域対策；地域特性に応じた畜産のバ

ランスある発炭を図る。

(2) 広域対策；県域の諸団体との密接な連

携による各種事業を実施する。

(3) 組織対策；生産組織の再編整備と機能

強化を促進する。

2. 改良増殖の推進 3. 草地甚盤整備の推

進 4. 価格安定制度の充実 5. 家斎衛生

対策の推進 6. 獣医技術の研條と獣朕師確

保対策の推進 7. 試験研究による技術開発

と預託牛の育成

以上が施策の柱てすが、特に土地利用型農

業の基軸として位窟付けている牛の生産振興

につきましては、規校拡大や集団化による経

営の効率化に努めるとともに、耕 ・林種部門

との有機的連携を強化しながら計画的に 「山

口和牛の里づくり」を推進して行きます。

（山目県畜産試験場 冨岡郁夫）
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会員だより

社団法人全国養豚協会

1 . 設立の経緯

（初全国挫豚協会は、昭和45年にしとして養

豚の混政活動を行うため設汀されました。

第 2次大戦後、国民の栄投資源、体位向上

等のため食牛活の高度化をはかることから養

豚がさかんとなり、当初は農家の乱lj業的色彩

の濃いものてありましたが、飼料の輸入自由

化とともに昭和35年頃より、多頭化飼育によ

る専業養豚が増加し、それとともに政府、国

会等に対する旋豚施策の要請活動が必要とな

ってきました。

その当時はこれ等の要望を養豚の唯一の全

国団体てあった（ネ±)日本種豚登録協会がその任

に当ってきましたが元来、種豚登録協会は家

畜改良増殖法に甚く、純技術団体てあること

から、農政活動を主体とした旋豚協会の設立

が要望され、昭和45年 2月に全国47都道府県

の養豚関係団体 (1県 1団体）を構成員とす

る（初全国養豚協会が設立されました。

2. 活動の内容と組織整備

活動の内容としては毎年度決定する政府予

算に関する要望や、年度末に開催される豚肉

安定価格や関連対策決定のための畜産振興審

議会への委員推薦や政府、国会に対する農政

活動が最も重要な事項となっています。

しかしながら近年の養豚情勢は逐年、飼養

戸数の減少があり、飼養頭数については規模

拡大により、需要に見合う一定頭数（年間

1,000万頭、 と畜2,000万頭）が確保されてき

ましたが、平成 2年頃より収益性の低下や環

境保全問題等から飼養頭数も減少してきたこ

とから平成 3年度から蓑豚経常者の声を政策

に反映させ養豚の活性化が図られるよう各都

道府県の養豚組織のさらなる整備充実をする

運動を行ない現在43都道府県が整備完了し、

さらに 3県も近々整備てきる体制にあります。

また養豚の中央関係団体との連絡協調も徐
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々に整備され、 とくにガット・ウルグアイぅ

ウンドの交渉に際しては養豚関係者の総力を 1

結集して、罪名活動や大会を開いて差頷関札

制度の存続や、輪入紐超過の場合のセーフガ

ード等の措悶導人運動を行いました。さら I:

豚肉の流通に係わる関係者及び泊抒者を含め

た「国産豚肉消四拡大キャンペーン」を閲廿

本食肉消野総合センターの委託を受け、 TY

ラジオ、新聞笠てのPRや、 Jボークのロコ冷

ーク、 ミニのぱり、料理レシヒ°等の販売促追

資材を乱販者、食肉専門店等に配布するとと

もに協会独 nも「蓑豚フォーラム PIG& 

PORKの祭典」を催して消骰者に投豚産業の

理解を深める運動を展開してきました。

3. チェックオフ活動の推進

平成 7年度からは養豚経営者が自らの力て

養豚産業を活性化するための拠出金、所謂「チI
ェックオフ」制度の確立について、アメリカ

の事例を調査しながらわが国独自の方策を検

討し、その結果、現在、北海道、神奈川県、

愛知県て‘‘チェックオフマネーによるバーベキ

ュー、料理講習等を通じて消費者とのコミュ

ニケーション活動を実施しています。またこ

れに続く県も増加しつつあり、近い将米、全

国的展開も考慮しております。

また政府におかれてもわれわれのこのよう

な運動に応えて、平成 7年度に「旋豚問題校

討会」を開催し2000年以降の養豚産業の方向

について生産、流通、消費各層の意見を集的

し、諸外国に対抗し得る蓑豚生産基盤を確立

すべく、諸種の助成事業が旋豚協会を窓日と

して全国的に展開されております。

いずれにしても豚肉はいまや国民の食生活

上必須食品となっており、また身近に生産供

給てきる「新鮮、安心、美味」な食肉て‘‘あり

ますのて今後共、国民の期待に応える品質良

好な国産豚肉を提供すべく、関係者が一致目

結して養豚産業の活性化による養豚振興を進

めているところてす。（常任理事 青山青符應）
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時代は、「抗菌」？ ヽ
今、私たちのまわりては、過剰なまてに「清 いろいろな活性を付りした水のイi在について

潔」が流行っています。「抗南生活」とてもい は注IIされてきましたが、近年になって、特

うのてしょうか。おかげて1オくも咽も、 1苅プラ に屯気分解した水を中心に、その性質がより

シも靴ドも抗l公i加 L製品が氾濫しています。 学術的に検討され、‘丈用化されるようになっ

近頃は、リjf-r:':j校生も泊潔グッズを持ってい てきました。各種の法人や研究会が新たに発

るそうてす。あぶらとり紙や小凡の E穴から 足し、シンポジウムが間かれたりしています

汚れをとるシートが人気なのだそうてす。そ 「機能水」という名前がこれらの水の総称

のうちヘソのコ‘‘マをとるシートがてきるんじ のようてす 機能水とは、闘機能水研究振興

ゃないかとさえ、思ってしまいます。 財団のIIPによると「水と屯解質から構成さ

俊の長いお姉さん、お兄さん詞様、防粁効 れる水溶液系に物狸化学的処理をし、徴弱力‘

呆の硲いマンションなど閉鎖空間て‘飼われる つー＇屯の活性化エネルギーを付与し、牛成さ

毛むくじゃらのペットにも、清潔．抗［府は大 れる水をライフサイエンスに応用し得るも

切な要件て‘す。スーパーのペット川品売場は、の」とのことて‘す。

どんどん拡張され、楽用シャンプーや抗南グ 機能水には酸性水、アルカリ性水などの科

ッズが並びます。人間1仕界が清潔になるにつ 類があり、その川途は、徐々に広がりつつあ

れ犬や猫も相対的に生活環坑が改作され、長 り、広療分野ては皮Jr,・消毒などに、園芸分野

Jiになっているそうてす。そういえば誠近、 て'J.災薬の代わりに殺歯、成長促進などのに使

犬の嗚き）!iが間こえなくなったような気がし えるようてす。畜産分野ても、家帝の飲料水、

ます。朝晩の通勤 ・帰宅途中て犬の散歩を兄 岳舎泊品などの用途に使われ始めているよう

かけますが、ほとんどの犬は嗚き声を発しま てす。このような機能水の利用が今後ますま

せん。訓練の賜なのか、声帯の処沼が徹底し すわれわれの生活や産業の中て｀身近なものに

ているせいて‘しょうか。何となくかわいそう

な気がします。それだけ宅l勺犬が培えている

なって米ることは問追いないようて｀す。

ところて、清潔な牛活はすばらしいことて

のてしょう。これては、長紆犬も出てくるは すが、このことを危惧する説も出されていま

ずて‘す。避妊手術も徹底し r-供を産まない犬 す。私たちは本米排除しなくても良い寄生生

猫が増えれば、これはもう人問社会と同様老 物や微生物まても身につけない／身につかな

犬 ・猫社会の到米てす。 ようにしており、牛体防御機構の混乱が起

犬猫のみならず、こういう清潔志向は、昨 こっているというのてす。

今の0157の流行てますます拍市がかかって 我々の生体防御能は、ある程度の外米寄生

います。 f.i産や食肉加 Cの分野ても HACCP 物や体内進入物の感作に対して経験を校み頂

が取り入れられて、沿潔な牛産管理がますま

す徹庇されてきます。だからといって、残留

のおそれのある化学泊湘薬や耐性歯の出る抗

生物質などは敬述される傾向にあります。も

ねなければ、『元喘さを構築して行くことがて

きないものなのて‘しょうか。

ということて、「（清潔）過ぎたるは及ばざ

るが如し」と締めくくるところてすが、寅年

っと｀環撓に優しい”、より‘‘安全な”手段 の初めてすから、「虎穴に入らずんば虎児を得

が、生産者、消費者を問わず好まれます。 ず」の諺を引用して終わりにします。

そんな中て、注Hを浴びているのが「水」 （好金愚図）

て｀す。一若前から、女飯石などの利用により、
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1号

[_呼竺？
技術協力：人の動き

1997年3月~9月

(1997年2月は該当なし）

(1997年3月）

I. プロ技長期専門家の派遣

0「インドネシア酪農技術改善計

画」

①長期専門家「リーダー」中林

見（家畜改良センター岩手牧

場付）

平成 9年 3月3日～平成11年

3月2日

②長期専門家「搾乳衛生管理」

古関次夫（家畜改良センタ

一宮崎牧場付）

平成 9年 3月3日～平成11年

3月2日

③長期専門家「一般飼養管理」

日高 俊明（（扮畜産技術協会）

平成 9年 3月3日～平成11年

3月2日

0「中国河北省飼料作物生産利用

技術向上計画」

長期専門家小樋正清「飼料

作物適正品種導入（家畜改良セ

ンター熊本牧場付）

平成 9年3月17日～平成11年 3

月16日

2. プロ技短期専門家の派遣

0「タイ中部酪農開発計画」

①短期専門家「種雄牛管理」田

島春光（家畜改良センター

新冠牧場）

平成 9年3月6日~s月5日

②短期専門家「飼養管理（研修：

実習講師）」星一浩（家畜改

良センター）

•• 廉協力慣轍 喜
平成 9年 3月6日~5月5日

③短期専門家「飼料作物（農業

機械乾草）」上山 博人（家畜

改良センタ一宮崎牧場）

平成 9年 3月6日~5月5日

0 「中国河北省飼料作物生産利用

技術向上計画」

短期専門家「草地改良技術」松

本浩一（家畜改良センター十

勝牧場）

平成 9年 3月17日～平成 9年 6

月13日

3. 調査団（プロ技）の派遣

0 「チリ・家畜繁殖・人工授精研

修センター計画」事前調査団

①佐藤 忠昭「総括」（家畜改良

センター新冠牧場）

②向井 清孝「家畜繁殖」（畜産

局家畜生産課）

平成 9年 3月 1日~3月15日

0 「バングラデシュ・家禽管理技

術改良計画」実施悌議調査団

①島田 英幸「統括／飼養管理」

（家畜改良センター岡崎牧場）

②筒井 真理子「家禽疾病」（家

畜改良センター岡崎牧場）

平成 9年 3月31日~4月9日

(1997年 4月）

I. プロ技長期専門家の派遣

0 「中国河北省飼料作物生産利用

技術向上計画」長期専門家派遺

期間の延長

千葉精一「飼料作物収穫・調

整•利用」（家畜改良センター岩

手牧場付）

平成 7年 4月 1日～平成 9年 3

月31日から 1年間（平成10年 3

月31日まで）の期間延長

0 「中国河北省飼料作物生産利用

技術向上計画」長期専門家派遣

期間の延長

岩元 周二「リーダー兼飼料作

物栽培管理」（畜産局付）

平成 7年 4月 7日～平成 9年 4

月6日から 4、 3ヶ月間（平成

9年 8月16日まで）の期間延長

2. 個別長期専門家の派遣

〇ボリヴィア 個別専門家「農業

開発計画」

仲宗根 光彦（畜産技術協会登

録専門家）

平成 9年 4月23日～平成11年 4

月22日

〇ウルグアイ 個別専門家「受精

卵移植技術普及開発」

梶原 豊（畜産技術協会登録専

門家）

平成 9年 4月23日～平成11年 4

月22日

3. 調査団（プロ技）の派遣

0 「ウルグアイ獣医研究所強化計

画」計画打合わせ調査団

小林朋存「ウイルス学」（畜産

局衛生課）

平成 9年 4月6日~4月19日

(1997年 5月）

I. プロ技長期専門家の派遣

0 「ホンデュラス・養豚開発計画」

長期専門家派遣期間の延長

新普二「飼養管理」（家畜改良

センター茨城牧場付）

平成 7年 5月8日～平成 9年 5

月 7日~I年間（平成10年 5月

7日まで）の期間延長

0 「中国内蒙古乳製品加工技術向

上計画」
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「リーダー／原料乳受入管理」

小澤 周司（家畜改良センター

付）

平成 9年 5月16日～乎成II年 5

月15日

2. プロ技短期専門家の派遺

「中国河北省飼料作物生産利用

技術向上計画」

「機械の操作保守・管理技術」

穴澤 清一（家畜改良センター）

平成 9年 5月27日～平成 9年 8

月16日

3. 個別長期専門家の派遺

インドネシア 個別専門家「家

畜政策助言」

森山 浩光（畜産局家畜生産課

付）

平成 9年 5月18日～平成II年 5

月17日

4. 個別短期専門家の派遣

〇アルゼンティン個別専門家

（チーム派ii「動物医薬品の品

質管理」）

濱本好子（動物医薬品検査所）

平成 9年 5月II日～平成 9年 7

月19日

5. 調査団（プロ技）の派遺

0 「中国内蒙古乳製品加工技術向

上計画」巡回指導調査団

①松原俊春「総括／原料乳管

理」（家畜改良センター岩手牧

場）

②大木信一「乳製品製造」（畜

産技術協会登録専門家（明治

乳業））

③金子勉「乳製品微生物」（畜

産技術協会登録専門家（明治

乳業））

平成 9年 5月19日~s月29日

(1997年6月）

I. プロ技短期専門家の派遺

0 「中国内蒙古乳製品加工技術向

上計画」

58 

「品質管理」中山 欣右（畜産

技術協会登録専門家（明治乳

業））

平成 9年 6月 1日～平成 9年 7

月31日

r 「中国内蒙古乳製品加工技術向

上計画」

「原料乳受入」江邑 明（家畜

改良センター新冠牧場）

平成 9年 6月 1日～平成 9年 7

月31日

2. 調査団（開発調査）の派遣

0 「モンゴル国農牧業協同組合改

善計画」現地作業管理調査団

野田 宮雄「総括」（家畜生産課）

平成 9年 6月9日~6月18日

(1997年 7月）

I. フロ技長期専門家の派遣

C 「ポリヴィア肉用牛改善計画」

「受精卵移植／繁殖衛生」相馬

和男（（扮畜産技術協会登録専門

家）

平成 9年 7月2日～平成11年 7

月 1日

0 「プルガリア発酵乳製品開発計

画」

① 「リーダー」岩倉栄（畜産

局家畜生産課）

⑥「乳製品製造」福井宗徳（畜

産技術協会登録専門家（明治

乳業））

@「乳製品微生物」伊澤佳久

平（畜産技術協会登録専門家

（明治乳業））

平成 9年 7月2日～平成11年

9月 1日

（）「タイ・中部酪農開発計画」長

期専門家派遺期間の延長

高橋 潔「リーダー」（（扮畜産技

術協会）

平成 7年 7月25日～平成 9年 7

月24日から 1年間（平成10年 7

月31日まで）の期間延長

2. フロ技短期専門家の派遣

「ポリヴィア肉用牛改善計届

① 「草地飼料作物（実態調査

戸澤芳郎（家畜改良セン

ー岩手牧場）

② 「草地飼料作物（放牧地管

法）」細田 晃吉（家畜改良

ンター岩手牧場）

平成 9年 7月2日～平成91

10月 1日

r 「中国河北省飼料作物生産i

技術向上計画」

① 「飼料利用技術」長谷川！

（家畜改良センター十勝牧l

② 「栽培体系」竹原利昭

畜改良センター熊本牧場）

平成 9年 7月10日～平成9・

10月9日

3. 個別長期専門家の派遣

パラグアイ 個別専門家「劉

生産技術の改善」

二階堂 純信（家畜改良セン

ー）

平成 9年 7月16日～平成II年

月15日

4. 個別短期専門家の派遣

〇インドネシア 個別専門家「

牛開発基瑛調査」

栗橋義博((~.±)畜産技術協会i

録専門家）

平成 9年 7月 1日～平成 9年

月31日

インドネシア 個別専門家チ-

ム派遺「家畜繁殖パイテク実

化」

森田 善尚（家畜改良センタ‘

十勝牧場）

平成 9年 7月2日～平成 9年．

月30日

インドネシア 個別専門家チ”

ム派遣「家畜繁殖パイテク箕

化」

後藤 裕司（家畜改良センター

平成 9年 7月10日～平成 9年：

畜産技術 1998年1月9... 



月30日

Cアルセンチン 個別専門家「牛

の体外受精」

桑山正成((1±)家畜改良事業団）

平成 9年7月14日～平成 9年 9

月13日

タイ 個別専門家「ワクチン品

質管理」

高橋敏雄（動物医薬品検査所）

平成 9年7月31日～平成 9年 9

月30日

5. 調査団（フロ技）の派遣

ハ 「バナマ家畜生産性向上計画」

長期調査団

井上茂敏「飼養管理」（家畜改

良センター熊本牧場）

平成 9年7月2日~8月 1日

6. 調査団（チーム派遺）の派遺

インドネシア国チーム派遺「家

畜繁殖パイテク実用化」終了時

評価調査団

①下平 乙夫「受精卵移植」（家

畜生産課）

⑫浅木仁志「受精卵回収・保

存」（家畜改良センター）

平成 9年 7月7日~7月17日

(1997年8月）

i I. プロ技長期専門家の派遣

＇ 「中国河北省飼料作物生産利用

技術向上計画」

藤田 和夫「リーダー／飼料作

物栽培管理」（畜産局付）

平成 9年8月 1日～平成11年 7

月31日

' 2. プロ技短期専門家の派遺

、「ポリヴィア肉用牛改善計画」

①「繁殖衛生」鉾之原 節夫（家

畜改良センタ一宮崎牧場）

② 「肉用牛飼養管理」戸田 忠

祐（岩手県経済農協連）

平成 9年 8月 1日～平成 9年

10月31日

3. 調査団（プロ技）の派遣

r)「インドネシア酪農技術改善計

画」計画打合わせ調査団

(t藤澤 直ー「飼蓑管理」（畜産

局畜政課）

②沖田 賢治「粗飼料生産• 利

用」（畜産局家畜生産課）

＠熊田 善一郎「繁殖衛生管理」

（家畜改良センター新冠牧場）

平成 9年 8月19日~8月30日

Q 「ポリヴィア肉用牛改善計画」

計画打合せ調査団

①向井清孝「総括／家畜衛生」

（畜産局畜産経営課）

②小西一之「家畜育種／繁殖」

（家畜改良センター奥羽牧場）

③川上脩「飼養管理」（畜産局

家畜生産課）

平成 9年 8月20日~9月 1日

I 「パングラデシュ家禽管理技術

改良計画」長期調査

岩間 達夫「施設設計」（家畜改

良センター兵庫牧場）

平成 9年 8月26日~9月13日

(1997年9月）

I. プロ技長期専門家の派遺

0 「ウルグアイ・獣医学研究所強

化計画」長期専門家派遺期間の

延長

大根田 智「細菌学」（栃木県宇

都宮家畜保健衛生所）

平成 8年10月 1日～平成 9年 9

月30日から 1年間（平成10年 9

月30日まで）の期間延長

2. プロ技短期専門家の派遺

、 「ホンデュラス養豚開発計画」

「繁殖障害」菅原茂美（（扮家

畜技術協会登録専門家）

平成 9年 9月 1日～平成 9年11

月30日

（ 「ホンデュラス養豚開発計画」

「養豚技術普及」正満隆義（富

山県畜産試験場）

平成 9年 9月9日～平成 9年11

月28日

（ 「タイ中部酪農開発計画」

↓ 「人工授精」松井史郎（家

畜改良センター新冠牧場）

？「農業機械」西岡 貞夫（家

畜改良センタ一新冠牧場）

平成 9年 9月18日～平成 9年

12月17日

（ 「ポリヴィア肉用牛改善計画」

「受精卵移植」中川 明（（扮畜

産技術協会登録専門家）

平成 9年 9月20日～平成 9年12

月19日

C 「インドネシア酪農技術改善計

画」

「一般飼養管理」仲西孝敏（家

畜改良センター岩手牧場）

「粗飼料生産」村山 昭彦（家

畜改良センター長野牧場）

「繁殖衛生」吉谷川 泰（（扮畜

産技術協会登録専門家）

平成 9年 9月22日～平成 9年12

月21日

3. 個別短期専門家の派遺

／インドネシア 個別専門家「肉

牛開発基碇調査」

菅谷 公平（家畜改良センター

鳥取牧場）

平成 9年 9月2日～平成 9年11

月30日

〇中国個別専門家チーム派遺

「水稲機械化・肉用牛生産振興

（飼料作物）」

日田 博（家畜改良センタ一宮

崎牧場）

平成 9年 9月16日～平成 9年10

月31日
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地方だより

面函l

滝川畜産試験場と花・野菜技術

センターの公開デー

北海道立滝川畜産試験場と昨年

新設された花・野菜技術センター

では毎年、農業関係者や一般市民

の方々に、両場で推進している研

究内容を直接見て、聞いて理解を

深めてもらうことを目的に「公開

デー」を開催している。今年は 9

月5日に開催され、約800人の見学

者で賑った。場内で展示・公開さ

れた畜産関係の催し物は次のよう

なものであった。

屋外では

• 生きためん羊や豚、鵠の品種展

示。

・滝川畜産試験場の開発したハマ

ナスWIとスーパーゼット P、北

海地鶉などの紹介。

・牧羊犬の紹介。

・小羊や小豚、ひよこを手で触れ

られるようにした。子供達がお

っかなぴっくりで子豚を抱いた

り、ひよこを手の平に包んでい

た。

・トラクタや牧草調製機械等の展

示。牧草ロール実演など。

・実際にロールペーラー等を動か

して牧草ロール実演が行われた。

刈り取られた牧草が見る間に大

きなロールになると、歓声が上

がっていた。

・試食コーナーでは「うまい肉と

は？」と SPF豚肉やラム肉の食

味テストが行われた。

屋内では

・各科の研究内容をパネルやポス

60 

ターで紹介。

・写真やピデオで試験場の紹介や、

羊毛の糸つむぎ：実演など。

・芝草を知れば腕前が上がる？

・家畜の病気の予防は？

・公開実験室では、研究で使用し

ている分析機器・実験機材の紹

介。

・胃の中を覗いたり、豚の受精卵

を観たり、ニオイのテストに挑

戦。（北海道畜産会迫田耕治）

富両
0 rミートザミート」開催される

富山県の畜産を広く一般県民に

PRし、県産畜産物の消費拡大を図

ることを目的としたイペント、「ミ

ートザミート」が、去る 10月25日

に、富山県新湊市の富山食肉総合

センター敷地内で開催された。

「ミートザミート」は、 3年前

から毎年、聡富山食肉総合センタ

ーの主催で、県内の畜産関係者や

畜産農家の協力により、県畜産共

進会の開催期間に合わせて開催さ

れている。今年度は、先着 5百名

にもつ鍋煮込と温泉たまごを無料

で配布したほか、とやま肉牛や

SPF豚の試食を行ない、 I千人以

上の人出でにぎわった。

訪れた家族連れらは、格安の値

段で買い求めた新鮮で上質な県産

肉をパーペキューコーナーの炭火

で焼き上げ舌鼓を打ち、子供たち

は、畜産に関する問題に回答する

「ちぴっこウルトラクイズ」や「子

豚レース」に参加し歓声を上げて

いた。

（畜産課佐丸郁雄）

一

[皿困
21世紀の牛づくり事業

21世紀に向けて、国際競争力．

産地間競争力のある効率的で窓

的な酪農経営を実現させるため

は、乳用牛の能力を飛躍的に底

させることが急務である。

このため、石川県では今年月

北海道から泌乳能力の高い乳足

を導入し、畜産総合センター1:;

いて飼料の採食性• 発育性・血

性状等を調ぺ、その飼養管理方

をマニュアル化するととも1:

PCR法による牛受精卵の性別わ

技術、性判別卵の凍結・移植枝

を確立し、県内農家への実用伯

図ることとしている。

また、民間組織を活用し高位

乳牛の受精卵を供給する体制も！

備することとしており、供給すi

受精卵については家畜保健衛生；

等の指導・協力を得て採取するt

画である。

これら*~能ヵ牛”の受精~f
県内酷農家に供給されれば、本

においても高泌乳牛群が造成さ＇

乳用牛における改良・増殖が4

促進することが期待される。

（畜産課細川裕癸:

屠 酎
0宮崎県畜産試験場川南支場麗

40周年記念式典開催

昨年 9月26日、宮崎県畜産掛

場川南支場創立40周年記念式典

当支場関係者並びに、数多〈の

績を残された元職員、研脩卒,.,

畜発技術 1998年 1月!



・多数御出席のもと、当支場におい

て盛大に開催されました。式典に

引き続き、支場で作出したハマユ

ゥポークや宮崎地鶏の試食会は好

評で、懐かしい昔話しや21世紀に

向けた意見交換がなされ、楽しい

時間が過ぎました。

当支場は、昭和31年 11月に県種I/ 

畜場川南分場として開設され、中

家畜（豚・めん羊・山羊）の改良

増殖に関する業務を開始しました。

その後、昭和41年肉用牛部門の設

置、昭和58年肉用牛部門本場移転、

環境衛生部門統合、続いて昭和61

年養鶉部門が統合され、中小家畜

並びに環境衛生部門の試験研究期

間としての役割を担ってきました。

今年度から施設整備 (3ヶ年事

業 総工費約43億円）も始まり、

21世紀に向かって本県中小家畜生

産振興の中核施設として生まれ変

わるのもまもなくです。

（畜産試験場川南支場 黒木政博）

u
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文献X情報 f
 脂肪とピタミンEの給与か妊娠牛の

血漿中a—トコフェロールおよび
炉カロチンに及ぽす影響

Effect of Dietary Fat and Vitamin E on a-Tocopherol and 

/3-Carotene in Blood of Peripartum Cows 

Weiss, W. P. et al. 

J. Dairy Sci, 77, 142-1429, 1994 

“ートコフェロールと fJーカロチ

,r ンは免疫機能と 1剥連した抗酸化剤

てあり、欠乏により乳房炎および

It. その他の疾病への感受性が高くな

：｝ る。特に妊娠期間には血漿中脂質

:r. ; 晨度が低下し、脂浴性ビタミンて‘‘

・! ある a- トコフェロールと fJ—カロ

チンの循環祉が制限される 。 ここ

子 ては、妊娠牛の飼料に添加した脂

質が血漿中aートコフェロール、 (J-

カロチン濃度および好中球の免疫

能に及ばす影響を検討した。

ホルスタイン種妊娠±J-24頭を供
“
剛
r

試し、無添加区、脂肪＋ビタミン

t.l E区、脂肪区およびビタミンE区

貨

を設定した。分娩前14日から脂肪

区には長鎖脂肪酸CaをZOOg/d、ビ

タミン E区にはall-rac-a-tocoph-

eryl acetateをlOOOIU/d添加した。

他の飼料中栄捉素はNRCに準じ

た。採血は分娩前14、 7 B、分娩

n、分娩後 7、14日に実施した。

血漿中コレステロールの濃度は

脂肪添加により上昇した。 a—トコ

フェロール濃度は脂肪区、ビタミ

ン区て上昇し、特に脂肪＋ビタミ

ンE区が他の処理区よりも高かっ

た。血漿中(J-カロチン濃度は脂肪

添加により上昇した。ビタミン E

区ては低下したが、脂肪＋ビタミ

ンE区ては上昇した。

血漿"頃— トコフェロー）レ濃度

と脂質濃度は相1樹があった。添加

脂肪の影評を取り除くため、コレ

ステロール濃度に対する a — トコ

フェロール濃度の割合をとってみ

ると、ビタミン E添JJ11により aート

コフェロール濃度が増加したこと'

がわかった。）j旨肪の添加により a-

トコフェロー）レと¢ーカロチンの

血漿中濃度の上昇したのは、血漿

中脂質濃度の上昇により輸送容拭

が増加したためと、腸管からの吸

収祉が培加したためと考えられる 。

初乳中成分は、ビタミン E添加

により m トコフェロール濃度が

上昇し、仕カロチン濃度が低下し

た。好中球中のaートコフェロー）レ

濃度はいずれの試験区ても変化が

なかったため、免疫能は食餌性の

処理の影響を受けないと考えられ

る。

（草地試験場山地支場木戸恭子）

＂ b
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Multi Purpose Electrophoresis System 

SCP-800c実用新案申請中）

SCP-800冷却型電気泳動装置は、温度管理の厳しいSSCP電気泳動をはじめ、様々な電気泳動法に適応

します。安全で場所を取りません。直接冷却による正確な温度コントロールと、全域でリップル率1%以下の高性

能電源により精密な電気泳動を可能にしました。品質管理や検査なと厳しい再現性を要求される方に最適の装

置です。

、~-、9
●大容量のペルチェ素子使用

●ゲルプレートを直接冷却

●高性能バワーサプライ内蔵

●完全密閉で極めて安全

• 2枚のゲルを別々に温度管理

●専用プリキャストゲル各種用意

fttp1l;l~ 詣~
• SSCFコ

• SOS PAGE 

• NATIVE PAGE 

• DNA PAGE 

• ポリペプチド分離

• ウエスタンブロッティング（アダブタ一発売予定）

ti!:界最高の品質をご試用Fさい

電気泳動用プリキャストゲル RESEP GEL 
リセップ ゲル

. "'"' 

--•一 -- ~· ---

＇ 

¥18,500/10枚

発売以来こ好評をいただいておりますRESEPGEL 

を、94年6月にマイナーチェンジし、さらにグレート 1

ァップしました。最高の品質と安定性を評価していた 1

だくため、サンプルを提供させていただいております。

他社のプリキャストゲルに少しでも不満や不安をお持

ちでしたらすぐにこ連絡下さい。さらに弊社ではソフ

トサーピスも提供しております。泳動を実行する際

不明な点や疑問がこざいましたらぜひこ相談下さい。

またカタログモテルでは対応できないサンプルには特別

仕様のゲルを提供しております。おまかせください。

速和科盛株式会社
〒113束以都文ii':Lメ．場幼4「H6番12乃湯枷ヽイタウンB棟IF

TEL. (03)3815-404l(ft) FAX. (03)3815-4048 

〒063札幌市西区八 卓f10条束 3r u 1番 28サ

TEL. (011)756-182!(ftl FAX. (011)756-1763 

〒227神奈川 m横浜，Ii緑[.,(しらとり台 55- 21 

TEL. (045)981-0379 FAX. (045)982-0752 

〒305沃城姐つ〈ば rt,k・t f横場字塚原 227-93

TEL. (0298)37-2181 FAX. (0298)37-2234 

__. 




